
http://www.city.yurihonjo.akita.jp　編集・発行◎由利本荘市広報課http://www.city.yurihonjo.akita.jp　編集・発行◎由利本荘市広報課

新生「大内中学校」が開校！
27日はチャレンジデーにご参加を

主な内容
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　小松さんは昭和54年に山二施設工
業㈱に入社。以来35年余りにわたり配
管工や現場代理人、専任技術者として
第一線の現場に立ち、工事技術の向
上や後輩の指導育成に尽力されまし
た。市内・県内の空調衛生工事業界の
社会的地位向上に貢献されました。

「このように嘉していただきありがたく存じます。

会社と上司・部下に感謝しています。受章は、正

に“人に恵まれた”故と感謝しています」と話す

小松さん

瑞
宝
単
光
章  

専
門
工
事
業
務
功
労

小松  公謙さん
（58歳・川口）

　齋藤さんは、昭和31年の奉職以来38
年余りにわたり教鞭をとられ、旧本荘市教
育委員会学校教育課長、新山小学校校
長を歴任。在職中は指導方法の改良に積
極的に取り組まれ、退職後も新採用教諭
指導員を勤められるなど、学校教育と教
育行政の発展に大きく貢献されました。

「先輩や同僚をはじめ、地域の皆さんのおかげで

の受章と感じています。教え子や保護者の方々

を通して、人間として成長する多くの機会に恵ま

れ、心から感謝しています」と話す齋藤さん

瑞
宝
双
光
章  

教
育
功
労

齋藤  昌司さん
（81歳・西目町沼田）

を通して、人間として成長する多くの機会に恵ま

れ、心から感謝しています」と話す齋藤さん

春の叙勲
小松さん れ、心から感謝しています」と話す齋藤さんれ、心から感謝しています」と話す齋藤さん

受章おめでとうございます 春受章おめでとうございます
このほど、「春の叙勲」「危険業務従事者叙勲」が発表され、
本市関係では６人の方々が受章しました。
このほど、「春の叙勲」「危険業務従事者叙勲」が発表され、
本市関係では６人の方々が受章しました。

「春の褒章」「高齢者叙勲」は10ページに掲載しています。

　岡田さんは、昭和52年に飲食業を
始められ、以来旧本荘市社交飲食同
業組合理事長を経て平成19年から県
社交飲食業生活衛生同業組合理事
長を務められています。地域の飲食店
における安全で安心な食品の提供体
制確立に大きく貢献されました。

「皆さまのご指導のおかげで受章することがで

き、心から感謝申し上げます。今後も地域の食

文化の向上に微力ながら貢献してまいりたいと

思います」と話す岡田さん

旭
日
双
光
章  

生
活
衛
生
功
労

岡田  邦雄さん
（71歳・裏尾崎町）

　佐々木さんは昭和41年に旧大内村消防
団員となられ、分団長、副団長を歴任。通算
33年余りの長きにわたり火災予防の啓発
や消防思想の高揚に尽力されました。
　また、旧大内町議会議長や同町収入役も
努められ、地域の発展に貢献されました。

「先輩・後輩に恵まれて栄えある受章をいただ

き、皆さんに感謝しています。今後も一生懸命

頑張ります」と話す佐々木さん

瑞
宝
単
光
章  

消
防
功
労佐々木  武二さん

（74歳・中田代）

　山本さんは昭和41年に航空自衛隊
に入隊。以来36年間の長きにわたり隊
内の消防員として従事され、北海道、
青森県、三重県など各地に勤務。事故
機搭乗員の救助業務や施設管理業務
などに尽力されました。

「今回の叙勲は、上司・同僚・後輩たちに恵まれ

たおかげです。地域の方々の協力にも感謝して

います」と話す山本さん

瑞
宝
単
光
章  

防
衛
功
労山本  亘さん

（67歳・岩城勝手）

薫
風
を
受
け
な
が
ら
、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
愛
好
家
の
皆
さ
ん
。

５
月
４
日
、八
塩
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
。（
関
連
記
事
は
13
㌻
）

満
開
の
桜
の
下
、

〝
の
び
の
び
プ
レ
ー
〞
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▶
◀
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　長谷部さんは、昭和46年本荘地区消防
事務組合消防士となられ、37年余りにわた
り消防業務に従事されました。多くの現場
で陣頭指揮をとったほか、消防本部通信指
令課長や同政策監などを歴任し、消防組
織の発展向上に大きく貢献されました。

「市誕生10周年、消防庁舎完成の節目の年に受

章できたことはとても感慨深いです。皆さんのご

指導・ご鞭撻のおかげです」と話す長谷部さん

瑞
宝
双
光
章  

消
防
功
労長谷部  吉雄さん

（67歳・大内三川）
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大
内
地
域
の
出
羽
と
旧
大
内
の
2
中
学
校
が
統
合
し
て
誕
生
し
た
、

新
し
い
「
大
内
中
学
校
」
の
開
校
式
が
今
月
1
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
全
校
生
徒
と
保
護
者
代
表
、
市
や
教
育
委
員
会
の
関
係
者

約
3
0
0
人
が
出
席
し
、
新
し
い
学
校
の
幕
開
け
を
祝
い
ま
し
た
。

新
生
「
大
内
中
学
校
」
が
開
校

開式に先立ち、真新しい校旗を伝達

開校式で、高らかに校歌を合唱する大内中学校の全校生徒たち

　
開
校
式
に
は
、
生
徒
１
８
２

人
と
教
職
員
31
人
の
ほ
か
、
保

護
者
代
表
や
市
、
市
教
育
委
員

会
の
関
係
者
な
ど
、
約
３
０
０

人
が
出
席
。
開
式
に
先
立
ち
、

長
谷
部
市
長
か
ら
齋
藤
校
長
へ

校
旗
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
歌
と
市
歌
斉
唱
に
続
き
、

長
谷
部
市
長
が
「
本
校
に
は

『
子
ど
も
た
ち
に
輝
く
未
来
を
与

え
た
い
』
と
い
う
、
多
く
の
方

々
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
応
え
る
、
素
晴
ら

し
い
教
育
活
動
が
展
開
さ
れ
ま

す
よ
う
期
待
を
申
し
上
げ
ま

す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
齋
藤
校
長
は「
本
校
を
明
る
く

楽
し
く
、全
て
の
生
徒
に
と
っ
て
居

心
地
の
良
い
学
校
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。ま
た
、さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
全
校
が
心
を
一
つ
に
取
り

組
む
、団
結
力
の
あ
る
学
校
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、池
田
県
教
育
庁
由
利

出
張
所
長
や
鈴
木
市
議
会
議
長
、

小
林
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
祝
辞
を
述
べ

た
後
、生
徒
を
代
表
し
、伊
藤
風
太

君（
３
年
）が
力
強
く
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　
最
後
に
全
員
で
校
歌
を
合
唱

し
、教
育
目
標
の「
心
豊
か
に
た
く

ま
し
く
、共
に
高
ま
り
合
う
生
徒

の
育
成
」に
よ
る
大
内
中
学
校
の

飛
躍
へ
、決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

　
開
校
式
は
旧
２
校
の
開
校
記
念

日（
５
月
１
日
）を
受
け
、同
じ
日

に
決
定
。施
設
は
出
羽
中
学
校
の

校
舎
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
と
し
、

市
で
は
昨
年
度
に
約
２
億
２
千
万

円
を
か
け
て
大
規
模
改
修
を
実
施

し
ま
し
た
。

　「
学
校
環
境
適
正
化
計
画
」に
基

づ
く
適
正
規
模
化
を
進
め
て
い
る

中
で
、新
生
大
内
中
学
校
が
誕
生

し
た
こ
と
に
よ
り
、本
荘
地
域
を

除
き
、各
地
域
で
一
中
学
校
と
な

り
ま
し
た
。

全
員
で
校
歌
を
合
唱
、

大
き
な
飛
躍
を
誓
う

●
誓
い
の
言
葉

伊
藤
風
太 

君
（
３
年
・
小
栗
山
字
芦
渕
）

新
た
な
歴
史
と

伝
統
を
築
く

　第
一
期
生
徒
会
テ
ー
マ
を
「
出
発

〜
新
た
な
歴
史
、
築
き
上
げ
る
伝
統

　1
8
2
人
で
築
き
上
げ
よ
う
〜
」

に
決
め
ま
し
た
。
そ
し
て
次
の
三
つ

の
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

　一
つ
目
は
「
基
本
的
な
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
を
守
れ
る
人
間
に
な
ろ
う
」

で
す
。
全
校
生
徒
が
地
域
の
方
々
や

ほ
か
の
学
校
か
ら
信
頼
さ
れ
る
こ
と

で
、
よ
り
良
い
校
風
が
作
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。

　二
つ
目
は
「
活
気
あ
ふ
れ
る
学
校

に
し
た
い
」
で
す
。
一
人
一
人
が
持

ち
味
を
生
か
し
、
活
躍
す
る
こ
と
で

学
校
全
体
の
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　三
つ
目
は
「
全
員
で
行
事
に
向
か

お
う
」
で
す
。
み
ん
な
が
協
力
し
、

達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
で
、
初
め
て

行
事
が
成
功
し
た
と
言
え
る
と
思
い

ま
す
。

　学
校
の
伝
統
と
は
、
生
徒
全
員
と

先
生
方
と
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ

る
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
大
内
中
学

校
の
よ
り
良
い
伝
統
を
築
き
、
輝
か

し
い
歴
史
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と

を
誓
い
ま
す
。

出羽中学校校舎を大規模改修し利用、新しい校旗にみなぎる意欲

心
を
一
つ
に
、

今
、歩
み
出
す

今
、歩
み
出
す
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顧
み
ま
す
と
、
平
成
20

年
10
月
に
大
内
地
域
の
中

学
校
統
合
を
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
以
来
、
保
護

者
や
地
域
の
皆
様
と
話
し

合
い
を
重
ね
て
参
り
ま
し

た
。
よ
り
良
い
学
校
環
境

と
す
る
た
め
、
学
校
統
合

に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
大
内
中
学
校
が
目
指
す

も
の
は
「
地
域
と
共
生
し

て
い
く
中
で
、
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
成
長
す
る

こ
と
」
で
す
。
大
内
地
域

に
は
豊
か
な
自
然
と
文

化
、
歴
史
、
人
々
の
温
か

い
支
え
が
あ
り
ま
す
。
大

●
市
長
式
辞

地
域
に
支
え
ら
れ
、

核
と
な
る
学
校
に

長
谷
部
　
誠

内
中
学
校
が
核
と
な
っ
て

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

形
成
し
、
地
域
の
方
々
が

子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
見

守
り
、
教
え
導
い
て
く
だ

さ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で

す
。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
は
新
し

い
学
校
で
友
達
が
た
く
さ

ん
で
き
、
き
っ
と
楽
し
い

学
校
生
活
が
送
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
先
生
の
教

え
の
も
と
、
勉
強
に
運
動

に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

教
職
員
の
皆
様
に
は
、
子

ど
も
た
ち
に
夢
や
希
望
を

与
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
大
内
中
学
校
の
ま
す
ま

す
の
充
実
・
発
展
、
生
徒

の
限
り
な
い
成
長
と
幸
せ

を
願
っ
て
式
辞
と
い
た
し

ま
す
。

　
出
羽
、
大
内
の
両
校
が

統
合
し
開
校
し
た
本
校
に

は
、
二
つ
の
宝
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
生
徒
の
願
い

や
思
い
の
込
め
ら
れ
た

｢

校
歌｣

と
「
校
章
」
で
す
。

　
校
歌
の
歌
詞
は
、
両
校

の
代
表
生
徒
で
組
織
さ
れ

た
委
員
会
が
作
り
上
げ
た

も
の
で
、
大
内
の
豊
か
な

自
然
、
歴
史
、
文
化
に
囲

ま
れ
て
生
き
る
生
徒
の
願

い
が
、
ま
た
、
両
校
全
生

徒
に
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し

制
作
し
た
校
章
に
も
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
開
校
か
ら
一
カ
月
が
た

ち
、
生
徒
は
自
分
た
ち
が

新
生
大
内
中
学
校
の
新
た

な
歴
史
と
伝
統
を
作
り
上

げ
て
い
く
と
い
う
強
い
思

い
で
、
学
習
や
部
活
動
、

委
員
会
活
動
に
意
欲
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
保
護
者
や
地
域
の
方
々

に
応
援
さ
れ
、
愛
さ
れ
る

学
校
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、

生
徒
が
自
ら
に
自
信
を
持

ち
、
自
分
や
回
り
の
人
を

大
事
に
し
な
が
ら
、
ふ
る

さ
と
大
内
を
支
え
、
夢
に

向
か
っ
て
た
く
ま
し
く
生

き
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ス

ク
ー
ル
の
指
定
を
機
会
に
、

保
護
者
や
地
域
の
声
を
学

校
運
営
に
生
か
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
参

り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

齋
藤
浩
幸

校
歌
と
校
章
は
、

本
校
の
二
つ
の
宝

●
校
長
あ
い
さ
つ

　
た
だ
今
、
校
旗
が
伝
達

さ
れ
、
学
校
に
新
た
な
魂

が
宿
り
ま
し
た
こ
と
に
、

市
議
会
と
し
て
も
こ
の
上

な
い
喜
び
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
、
大
規

模
改
修
工
事
が
行
わ
れ
、

真
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ

た
校
舎
は
い
か
が
で
す

か
。
勉
強
に
ク
ラ
ブ
活
動

に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
活
躍
を
み
ん
な

で
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
た
ち

は
、
地
域
に
と
っ
て
希
望

で
あ
り
、
宝
物
で
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
学
校
は
、
地

域
の
思
い
が
託
さ
れ
た
学

び
舎
で
す
。
本
校
は
旧
２

校
の
歴
史
と
伝
統
を
引
き

継
ぎ
、
力
強
く
発
展
さ
せ

て
い
く
べ
き
使
命
を
持
っ

た
学
校
で
す
。

　
皆
様
に
は
、
今
後
と
も

本
校
の
運
営
に
こ
れ
ま
で

ど
お
り
の
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
開
校

に
あ
た
り
多
大
な
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
各

位
に
対
し
、
心
か
ら
御
礼

を
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の

言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

●
議
長
祝
辞

旧
２
校
受
け
継
ぎ
、

力
強
く
発
展
を

鈴
木
和
夫

　
新
生
大
内
中
学
校
は
生

徒
数
１
８
２
名
の
、
市
内

で
４
番
目
に
多
い
中
学
校

と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
環
境
の
変
化
に
戸

惑
い
や
不
安
を
感
じ
て
い

る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
み
ん
な
同
じ

で
す
。
１
年
生
の
皆
さ
ん

は
あ
せ
ら
ず
、
じ
っ
く
り

ゆ
っ
く
り
、
中
学
校
生
活

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

２
、
３
年
生
の
皆
さ
ん
は
、

両
校
の
良
さ
を
取
り
入

れ
、
明
る
く
楽
し
く
過
ご

せ
る
学
校
に
、
全
校
生
徒

が
心
を
一
つ
に
、
団
結
力

の
あ
る
学
校
に
し
て
く
だ

さ
い
。
全
員
が
持
っ
て
い

る
力
を
十
分
に
発
揮
し
、

笑
顔
で
一
年
を
過
ご
せ
る

よ
う
に
応
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
も
学

校
・
地
域
・
家
庭
の
連
携

を
深
め
、
大
内
中
学
校
の

た
め
に
頑
張
っ
て
参
り
ま

す
。

●
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
祝
辞

力
を
十
分
発
揮
し
、

笑
顔
の
一
年
に

小
林
直
希

　
出
羽
中
学
校
と
旧
大
内

中
学
校
が
統
合
し
、
地
域

の
夢
と
期
待
を
一
身
に
受

け
、
21
世
紀
の
新
し
い
教

育
を
創
造
す
べ
く
、
新
生

大
内
中
学
校
が
誕
生
し
ま

し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
、
教
育
改
革
の
大
き

な
う
ね
り
の
中
で
、
多
く

の
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
私
た
ち
が
全
力
で
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
「
心
の
教
育
の
充

実
」
で
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
に
「
確
か
な
学
力
」
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
で

す
。
出
羽
中
と
旧
大
内
中

の
歴
史
を
受
け
継
ぎ
な
が

ら
、
改
革
の
ね
ら
い
に
向

か
っ
て
教
師
・
生
徒
、
保

護
者
・
地
域
が
一
体
と
な

り
、
新
生
大
内
中
学
校
を

創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を

心
か
ら
期
待
い
た
し
ま

す
。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、

校
歌
に
あ
る
真
理
を
追
求

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
一
日
一

日
が
、
大
内
中
学
校
の
伝

統
を
作
る
一
歩
に
な
る
の

で
す
。
五
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド「
自
立
」「
団
結
」「
協
力
」

「
希
望
」「
飛
躍
」
を
い
つ

も
心
に
持
ち
、
学
校
生
活

を
送
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

●
県
教
育
庁
由
利
出
張
所
長
祝
辞

真
理
追
求
、
伝
統

を
作
る
一
歩
に

池
田
博
和

祝　辞
・

あいさつ
祝辞などを紹介します

校歌を作曲した高野豊昭さん（円内）や地域の皆さんも開校式に出席しました。

ま
こ
と

校章　①大内を代表する「サ
ツキ」の花と旧大内中の校章の
一部を組み合わせた。②中心部
は「大・内・中」と読むことが
できる。③花の色はピンク。④
キーワードは「可能性」。

夢
に
向
か
っ
て
た
く
ま
し
く
、新
し
い
時
代
を
創
造―
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
を
前
に
し
た
４

月
28
日
、
鳥
海
山
（
標
高
２
２
３
６
㍍
）

矢
島
口
が
山
開
き
し
ま
し
た
。

　
５
合
目
の
祓
川
ヒ
ュ
ッ
テ
前
で
は
関
係

者
約
80
人
が
参
加
し
て
安
全
祈
願
祭
を
挙

行
。
鳥
海
山
の
山
頂
が
く
っ
き
り
と
見
え

る
好
天
の
中
、
参
加
者
は
シ
ー
ズ
ン
中
の

安
全
と
無
事
故

を
祈
り
ま
し
た
。

　
ス
キ
ー
を
手

に
待
ち
構
え
て

い
た
登
山
者
は
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト

の
後
、
早
速
山

頂
へ
向
け
歩
み

を
進
め
て
い
ま

し
た
。

6平成 27年 5月 15日号　広報ゆりほんじょう

　
今
年
は
東
京
の
女
学
生
が
旧

石
沢
村
に
集
団
疎
開
し
て
70

年
、「
絆
の
茂
里
」
が
整
備
さ

れ
て
20
年
の
節
目
の
年
で
す
。

　
こ
れ
ら
を
記
念
し
４
月
25
日

「
平
和
の
集
い
」
が
、
当
時
の

疎
開
生
16
人
と
地
元
関
係
者
、

石
沢
小
学
校
の
児
童
64
人
な
ど

を
含
む
約
１
５
０
人
が
参
加
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
絆
の
茂
里
公
園
で
は
、
こ
れ

ま
で
植
え
ら
れ
た
１
０
９
本
の

桜
が
満
開
に
咲
く
中
で
記
念
式

典
が
行
わ
れ
、
新
た
に
20
本
の

桜
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
時
疎

開
生
が
一

時
寝
泊
り

し
て
い
た

大
蔵
寺
で

は
記
念
碑

を
除
幕
。

続
い
て
石

沢
小
の
児

童
と
疎
開
生
と
で
交
流
座
談
会

を
行
い
、
当
時
の
石
沢
の
思
い

出
や
平
和
へ
の
思
い
を
語
り
合

い
ま
し
た
。

　
児
童
は
、「
疎
開
し
て
い
た

と
き
ど
ん
な
も
の
を
食
べ
て
い

ま
し
た
か
」「
今
の
石
沢
に
昔

の
面
影
は
あ
り
ま
す
か
」
な
ど

と
質
問
し
、
疎
開
生
た
ち
は
当

時
の
状
況
を
説
明
し
な
が
ら
、

石
沢
地
区
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
直
木
賞
作
家
の
中
島
京
子
さ

ん
が
４
月
24
日
「『
小
さ
い
お

う
ち
』と
、そ
の
時
代
」と
題
し
、

カ
ダ
ー
レ
で
高
校
生
や
市
民
約

９
２
０
人
を
前
に
講
演
し
ま
し

た
。

　
こ
の
講
演
会
は
、
中
島
さ
ん

の
母
・
公
子
さ
ん
が
東
京
女
子

高
等
師
範
学
校
付
属
高
等
女
学

校
時
代
に
石
沢
地
区
に
疎
開
し

て
い
た
縁
に
よ
り
「
平
和
の
集

い
」
に
合
わ
せ
て
実
現
し
た
も

の
で
、
中
島
さ
ん
は
「
母
は
食

が
細
い
子
ど
も
だ
っ
た
が
、
疎

開
し
て
石
沢
の
自
然
の
中
で
過

ご
す
う
ち
に
健
康
に
な
っ
た
」

と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
説
『
小
さ
い
お
う

ち
』
の
舞
台
と
な
っ
た
昭
和
５

年
こ
ろ
か
ら
終
戦
ま
で
の
庶
民

生
活
に
つ
い
て
写
真
や
映
像
を

交
え
て
語
り
、「
教
科
書
で
は

暗
い
時
代
と
教
え
ら
れ
て
い
る

が
、
実
際
は
今
と
似
た
暮
ら
し

を
し
、
非
常
に
文
化
レ
ベ
ル
の

高
い
時
代
だ
っ
た
。
平
和
で
華

や
か
な
こ
と
と
、
物
騒
な
こ
と

が
混
在
し
な
が
ら
時
代
が
動
い

て
い
っ
た
と
思
う
。
庶
民
は
本

当
に
戦
争
を
す
る
と
は
思
っ
て

い
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
雑
誌

な
ど
は
次
第
に
政
府
に
都
合
が

良
く
書
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、

庶
民
も
無
批
判
、
無
反
省
に
受

け
入
れ
て
い
た
」
と
話
し
、「
高

校
生
の
皆
さ
ん
に
は
機
会
が
あ

れ
ば
、
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ

さ
ん
に
戦
争
の
話
を
聞
い
て
ほ

し
い
。
戦
争
を
体
験
し
た
方
は

話
し
て
ほ
し
い
」
と
結
び
ま
し

た
。

　
講
演
を
聴
い
た
小
野
楓
さ
ん

（
由
利
高
校
２
年
）
は
「
戦
争

中
で
も
暗
い
こ
と
ば
か
り
で
は

な
か
っ
た
と
分
か
っ
て
勉
強
に

な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

中
島
京
子
さ
ん
の
講
演
会
も
開
催

絆
の
茂
里

絆
の
茂
里

　20年前、旧本荘市に公園整
備していただけたことが素晴
らしく、その後長年にわたり
手入れし続けてくれた地元の
皆さんにも感謝しています。
この行事が「平和の集い」と
いう名称で行われたことも、
うれしく思っています。
　石沢小の子どもたちから
「平和をしっかり受け継いで
いく」という言葉があり、大
変頼もしく思います。私たち
の願いは確実に伝わっている
と確信しました。本当にあり
がとうございました。

鈴木道子さん
　　　　（83歳）

戦
前
〜
終
戦
の
歴
史
を
た
ど
る

講演する中島京子さん
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20
周
年
迎
え
『
平
和
の
集
い
』

桜の木の下で行われた記念式典

中島
さんが
講演

も
　 

り

疎開生代表

　
県
内
13
市
で
構
成
す
る
秋
田
県

市
長
会
（
会
長
＝
秋
田
市
長
）
第

１
６
４
回
定
例
会
が
４
月
28
日
に

仙
北
市
で
開
催
さ
れ
、
出
席
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
会
で
は
、
地
方
財
政
基
盤
の
充

実
強
化
な
ど
、国
に
対
す
る
提
案
・

要
望
事
項
42
件
を
決
定
し
ま
し

た
。

　
要
望
事
項
は
、
本
市
が
提
案
し

て
い
る
「
新
た
な
農
業
・
農
村
政

策
の
推
進
に
つ
い
て
」
な
ど
継
続

事
項
が
39
件
、「
子
ど
も
・
子
育

第164回秋田県市長会定例会

市長室市長室

こんにちはこんにちは
　市長の長谷部です。４月の私の行動
の一部をお知らせします。この情報は
市ホームページでもご覧いただけます。

から

て
支
援
新
制
度
開
始
に
よ
る
財
政

措
置
に
つ
い
て
」
な
ど
新
規
事
項

が
３
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
会
議
の
後
、
県
企
画
振
興
部
に

よ
る
訪
ロ
青
年
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ

ン
ジ
事
業
の
説
明
に
続
き
、
秋
田

市
商
工
部
か
ら
今
月
30
日
、
31
日

に
秋
田
市
山
王
大
通
り
で
開
催
さ

れ
る
「
東
北
六
魂
祭
」
に
つ
い
て

情
報
提
供
さ
れ
、
協
力
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
次
回
は
、
９
月
下
旬
に
「
に
か

ほ
市
」で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

シ
ー
ズ
ン
中
の
安
全
願
い

シ
ー
ズ
ン
中
の
安
全
願
い

鳥
海
山
矢
島
口
で
山
開
き

　
山
の
枯
れ
草
を
焼
き
、
灰
を
肥
料
に
し

て
農
作
物
の
豊
作
を
目
的
に
行
わ
れ
る
先

人
の
知
恵
で
あ
る
山
焼
き
。
そ
の
伝
統
を

引
き
継
ぐ
、石
沢
地
区
三
ツ
方
森
町
内（
猪

股
保
会
長
）
の
山
焼
き
が
４
月
29
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
三
ツ
方
森
町
内
は
旧
本
荘
、
亀
田
、
矢

島
の
各
藩
の
三
方
の
境
界
に
位
置
す
る
こ

と
か
ら
呼
称
さ
れ
た
と
も
言
わ
れ
、
約

３
０
０
年
前
か
ら
山
焼
き
を
実
践
。
世
帯

数
の
減
少
に
よ
り
実
施
が
難
し
く
な
っ
て

き
た
約
15
年
前
、
近
隣
町
内
や
有
志
に
よ

る
「
三
ツ
方
森
の
山
焼
き
を
残
す
会
」
が

発
足
し
、
現
在
の
形
で
山
焼
き
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
参
加
し
た
の
は
、
町
内
住
民
、

会
員
の
ほ
か
、
県
・
市
職
員
、
県
立
大
学

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
含
む
50
人
。
参

加
者
は
熱
風
に
汗
を
流
し
な
が
ら
、
熊
手

で
枯
れ
草
を
集
め
、
じ
ょ
う
ろ
な
ど
で
水

を
か
け
、
火
の
勢
い
や
進
路
を
調
整
。

　
参
加
し
た
県
立
大
学
４
年
の
安
形
涼
さ

ん
（
21
歳
・
川
口
）
は
「
三
ツ
方
森
と
い

う
地
名
や
山
焼
き
す
る
理
由
も
今
ま
で
は

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
を
き
っ
か
け

に
市
内
地
域
の
行
事
に
関
わ
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
山
で
は
、
５
月
末
頃
か
ら
６
月
初
旬
に

「
ワ
ラ
ビ
」
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

先
人
の
知
恵
を
今
に
つ
な
ぐ

三
ツ
方
森
の
山
焼
き
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市では、４月23日に羽後信用金庫と、同月30日に（一社）秋田県ＬＰガス協会と

それぞれ「災害時の協力に関する協定」を締結しました。協定締結式で、

長谷部市長は「無事に協定を結ぶことができ、心から感謝申し上げます。

市民の安全・安心が確保できることは心強く、今後とも災害に強いまちづくりを

目指しますので、ご協力をお願いします」と御礼のあいさつを述べました。

今回を含め、市と民間団体などとの協力協定の締結数は17となりました。

災害時の協力協定締結
連携し､安全･安心の確保や防災活動を推進

協定書に署名し、握手を交わす
長谷部市長と伊東理事長（右）

　
災
害
発
生
時
に
、本
店
駐
車
場
な

ど
を
一
時
避
難
所
と
し
て
提
供
す
る
。

市
内
12
店
舗
で
、人
的
支
援
や
物
資

の
集
積
な
ど
に
協
力
す
る
。通
常
も

防
災
Ｐ
Ｒ
活
動
や
防
災
意
識
の
啓
発

な
ど
を
連
携
・
協
力
し
実
施
す
る
。

羽
後
信
用
金
庫
・
協
定
概
要

同報系防災行政無線設備を整備

時
に
、
自
治
体
が
地
域
の
皆
さ

ん
に
災
害
の
発
生
位
置
や
規

模
、
避
難
情
報
な
ど
を
屋
外
で

放
送
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
特
に
同
報
系
は
、
親
局
（
市

役
所
）
か
ら
一
斉
に
複
数
の
子

局
（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
）
に
発

信
し
、
放
送
し
ま
す
。

本
荘
地
域
　
従
来
の
市
役
所
・

出
張
所
周
辺
に
加
え
、
石
脇
・

西
部
・
東
部
地
区
に
放
送
エ
リ

ア
を
拡
大

岩
城
地
域
　
既
設
子
局
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
実
施

西
目
地
域
　
既
設
子
局
の
デ
ジ

タ
ル
化
と
、
子
局
の
新
設
に
よ

る
放
送
エ
リ
ア
の
拡
大

　災害が発生した時は、いち早く正確な情報を収集し行動する
ことが重要になります。テレビやラジオのほか、災害時の情報収
集手段には次の方法があります。
　できるだけ複数の入手方法を活用することが有効ですので、そ
れぞれの特性を踏まえ、いざという時にお役立てください。

▼
防
災
行
政
無
線

　屋
外
に
い
る
人
に
対
し
、
危
険
回
避

の
た
め
の
緊
急
情
報
を
放
送
し
ま
す
。

　な
お
、
荒
天
の
時
や
屋
内
に
い
る
人

は
放
送
内
容
を
聞
き
取
り
に
く
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

▼
携
帯
エ
リ
ア
メ
ー
ル

　（
緊
急
速
報
メ
ー
ル
）

　大
規
模
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
や

災
害
が
発
生
し
た
時
に
、
携
帯
電
話
会

社
を
通
じ
て
対
象
地
域
に
あ
る
携
帯
電

話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
緊
急
情
報
を

メ
ー
ル
で
送
信
し
ま
す
。（
登
録
不
要
）

▼
市
消
防
防
災
メ
ー
ル

　市
が
運
営
す
る
登
録
制
の
災
害
情
報

伝
達
シ
ス
テ
ム
で
す
。
市
が
発
信
す
る

災
害
情
報
だ
け
で
な
く
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
シ

ス
テ
ム
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

▽
登
録
用
ア
ド
レ
ス（
空
メ
ー
ル
送
信
後
、
案

内
メ
ー
ル
の
手
順
に
従
い
登
録
し
て
く
だ
さ
い
）

b
o
u
s
a
i.y
u
rih
o
n
jo
-c
ity
@
ra
i

d
e
n
.k
ta
iw
o
rk
.jp

▽
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ

　（ツ
イ
ッ
タ
ー
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）

　市
が
運
営
す
る
「
ツ
イ
ッ
タ
ー
」「
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
」
で
、情
報
を
発
信
し
ま
す
。

災
害
情
報
は
も
ち
ろ
ん
、
幅
広
く
市
か

ら
の
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

▼
Ｉ
Ｐ
告
知
放
送

　市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し
、Ｉ
Ｐ

音
声
告
知
端
末
を
備
え
た
世
帯
に
対
し

て
緊
急
放
送
し
ま
す
。
ふ
だ
ん
は
暮
ら

し
の
情
報
や
催
し
物
な
ど
を
主
体
と
し
、

防
災
情
報
も
随
時
お
伝
え
し
ま
す
。

本荘地域（水林）に整備した子局（スピーカー）

　
伊
東
冨
男
理
事
長
は「
東
日
本
大

震
災
で
は
、本
市
で
も
停
電
や
断
水

な
ど
、市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
が

あ
り
ま
し
た
が
、全
国
レ
ベ
ル
で
の

地
域
金
融
機
関
と
し
て
の
対
応
が
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。市
と
市
民
の

皆
さ
ん
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
い

ま
す
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

岩城、本荘、西目地域で運用スタート　！

　
市
で
は
、
緊
急
・
災
害
情
報

な
ど
を
的
確
・
迅
速
に
伝
達
す

る
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
し
て

「
同
報
系
防
災
行
政
無
線
」
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
26

年
度
事
業
に
よ
る
岩
城
、
本
荘
、

西
目
地
域
の
設
備
に
つ
い
て
は
、

３
月
25
日
か
ら
運
用
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
本
年
度
も
矢
島
な
ど
内
陸
部

５
地
域
に
整
備
を
予
定
。
完
成

後
は
市
全
域
の
防
災
行
政
無
線

を
同
報
化
し
、
防
災
情
報
を
統

一
し
て
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

 ｢

防
災
行
政
無
線｣

と
は

　「
防
災
行
政
無
線
」
は
、
地

震
や
火
災
、
津
波
な
ど
の
災
害

②
火
災
警
報
サ
イ
レ
ン
音
　
火

災
予
防
週
間
、
火
災
発
生
時

③
避
難
情
報
　
避
難
準
備
情

報
、
避
難
勧
告
、
避
難
指
示

④
災
害
情
報
　
緊
急
地
震
速
報  

（
推
定
震
度
５
弱
以
上
）、
津
波

警
報
、
大
雨
や
暴
風
、
暴
風
雪

な
ど
の
特
別
警
報
、
竜
巻
注
意

情
報
な
ど

⑤
国
民
保
護
情
報
　
弾
道
ミ
サ

イ
ル
情
報
、
大
規
模
テ
ロ
情
報

な
ど
　※

④
、⑤
は
国
に
よ
る
自

動
放
送
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」
と
連
動
。

本
荘
・
岩
城
・
西
目
地
域
で

次
の
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す

①
定
時
放
送
　
動
作
確
認
の
た

め
、
毎
日
チ
ャ
イ
ム
を
放
送
。

 〔
昼
：（
正
午
）
市
民
歌
、
夕
方

（
17
時
）：
夕
焼
け
小
焼
け
〕

問い合わせ先

危機管理課
☎24-6238 いざという時に備え、複数の方法で情報の確実な入手を　・・・・・ ・・・・・

　
大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
、応
急
対

策
業
務
に
必
要
な
液
化
石
油
ガ
ス
や

応
急
対
策
用
資
器
材
な
ど
を
調
達
し
、

市
と
連
携
・
協
力
し
て
、市
民
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
。

秋
田
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
・
協
定
概
要

　
木
村
繁
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
長
は「
こ

の
協
定
を
結
べ
た
こ
と
を
と
て
も
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
に
お
い
て
も
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

が
最
後
の
砦
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。全
県
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
を
挙
げ
、市

民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
を
守
っ
て
い

き
た
い
」と
強
い
意
向
を
述
べ
ま
し
た
。

協定書を手に記念撮影に応じる
長谷部市長と木村会長（右）

と
り
で

平
成
26
年
度
事
業
に
よ
り

放
送
エ
リ
ア
を
拡
大
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平成26年度 市の予算執行状況
お知らせします !

本年3月31日現在

歳出執行額420億4千万円、執行率は74.8％

科　　目 収入済み額 1人あたり 1世帯あたり

普

　
　通

　
　税
目
的
税

市 民 税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
鉱 産 税
入 湯 税
都市計画税
　 計 　

人口 81,399人、世帯 30,425世帯
（本年3月31日現在　住民基本台帳から）

31億4,486万2千円
38億6,226万4千円
1億9,363万0千円
6億 364万5千円
5,105万3千円
1,240万4千円

1億 924万8千円
79億7,710万6千円

38,635円
47,449円
2,379円
7,416円
627円
152円
1,342円
98,000円

103,364円
126,944円
6,364円
19,840円
1,678円
408円
3,591円

262,189円

項　目 予　算　額 収入済み額 収入率
地方交付税
市 税
国庫支出金
市 債
県支出金
繰 入 金
財産収入
諸 収 入
使用料・手数料
そ の 他

予　算　額　56,180,317,000円
収入済み額　46,731,474,459円

収入率
83.2％

214億7,110万2千円
81億 795万8千円
62億1,828万6千円
84億7,690万0千円
33億9,670万6千円
22億8,909万7千円
7億 290万5千円
6億9,465万5千円
5億4,581万6千円
42億7,689万2千円

214億7,110万2千円
79億7,710万6千円
51億9,417万7千円
18億5,110万0千円
19億2,564万7千円
22億6,630万2千円
6億8,981万5千円
5億9,445万1千円
5億1,600万5千円
42億4,576万9千円

100.0%
98.4%
83.5%
21.8%
56.7%
99.0%
98.1%
85.6%
94.5%
99.3%

歳入

項　目 予　算　額 支出済み額 執行率
民 生 費
総 務 費
公 債 費
教 育 費
土 木 費
農林水産業費
消 防 費
衛 生 費
商 工 費
そ の 他

127億7,370万6千円
76億9,667万2千円
89億3,203万9千円
48億2,413万0千円
53億5,105万5千円
32億7,178万0千円
45億6,980万1千円
46億2,571万6千円
14億1,603万9千円
27億1,937万9千円

122億1,218万3千円
50億7,436万9千円
89億1,204万7千円
44億6,922万7千円
31億6,707万5千円
20億1,396万4千円
23億8,226万8千円
20億7,486万7千円
10億1,811万3千円
7億1,248万1千円

95.6%
65.9%
99.8%
92.6%
59.2%
61.6%
52.1%
44.9%
71.9%
26.2%

予　算　額　56,180,317,000円
支出済み額　42,036,593,662円

執行率
74.8％歳出

科　　目 収入済み額

市税の状況

予　算　額　56,180,317,000円

一般会計予算の執行状況

会　計　別 予算額 収入済み額 収入率（％）支出済み額 執行率（％）
国民健康保険
後期高齢者医療
診療所運営
休日応急診療所
情報センター
地域情報化
奨 学 資 金
介護サービス
下 水 道
集 落 排 水
簡 易 水 道
ス キ ー 場

計

特別会計予算の執行状況 単位 : 千円

10,242,152

759,851

404,510

12,155

401,650

119,043

69,684

812,956

2,984,603

2,207,440

865,040

143,937

19,023,021

9,215,894

758,698

179,900

11,410

297,595

115,678

68,667

672,620

638,251

457,179

398,775

40,753

12,855,420

90.0

99.8

44.5

93.9

74.1

97.2

98.5

82.7

21.4

20.7

46.1

28.3

67.6

8,974,027

754,059

374,865

9,411

355,355

110,586

60,813

746,254

2,391,150

2,036,249

808,063

135,853

16,756,685

87.6

99.2

92.7

77.4

88.5

92.9

87.3

91.8

80.1

92.2

93.4

94.4

88.1

（市で借りているお金）

借入先
その他から（秋田県など）

財務省から

郵貯・簡保から

銀行などから

地方公共団体
金融機構などから

計 629億4,905万1千円

25億8,150万8千円

その他
2億9,432万1千円

臨時財政対策債
189億4,492万5千円

減税補てん債
5億2,007万5千円

災害復旧債
10億5,799万8千円

普通債
421億3,173万2千円

※平成26年度の市債は、大部分が出納整理期間の借り入れとなります。

目的別

●●

38億6,743万3千円

233億7,814万4千円

232億229万8千円

99億1,966万8千円

その他から（秋田県など）

一般会計市債の状況

　市では、市の財政状況を知っていただくため、関係条例
に基づき財政状況を年2回公表しています。平成26年度の
3月31日現在の執行状況の概要をお知らせします。歳入の
収入率は83.2％、歳出の執行率は74.8％となっています。
　なお、同予算の出納整理期間は5月31日までですので、
各会計ともこの期間の収支を加えて最終決算となります。

　
総
務
省
行
政
相
談
委
員
と
し
て
長
年

務
め
ら
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
鈴
木

修
子
さ
ん
（
79
歳
・
田
町
）
が
総
務
大

臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
平
成
４
年
１
月
か
ら
今

年
３
月
ま
で
23
年
余
り
に
わ
た
り
、
地

域
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
住
民

が
感
じ
た
問
題
の
解
決
に
尽
力
し
て
き

ま
し
た
。

　
贈
呈
式
は
４
月
30
日
に
市
役
所
で
行

わ
れ
、
石
賀
一
美
秋
田
行
政
評
価
事
務

所
長
か
ら
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
「
相
談
に
よ
る
自
分
自

身
の
学
び
も
多
い
、
大
変
意
義
の
あ
る

仕
事
で
し
た
。
新
し
い
時
代
に
向
か
う

た
め
の
思

慮
や
知
識

を
養
え
、

大
変
あ
り

が
た
か
っ

た
で
す
」

と
振
り
返

り
ま
し

た
。

　
長
年
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
地
域
の
人

権
尊
重
思
想
の
普
及
・
高
揚
に
尽
力
し
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
、東
海
林
惠
子
さ
ん
（
69
歳
・

葛
岡
）
に
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
東
海
林
さ
ん

は
平
成
18
年
４

月
に
人
権
擁
護

委
員
を
委
嘱
さ

れ
て
以
来
、
９

年
間
に
わ
た
り

地
域
住
民
の
相
談
や
人
権
尊
重
思
想
の
推
進

に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
感
謝
状
の
伝
達
式
は
４
月
24
日
法
務
局
本

荘
支
局
で
行
わ
れ
、
天
野
義
春
支
局
長
か
ら

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
感
謝
状
を
受

け
取
っ
た
東
海
林
さ
ん
は
「
委
員
事
務
局
を

務
め
た
こ
と
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
法
務

局
を
は
じ
め
多
く
の
支
え
の
お
か
げ
で
、
務

め
上
げ
る
こ
と
が
で
き
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
工
藤
春
男
さ
ん
（
56
歳
・
岩
城
上
蛇

田
）
が
４
月
20
日
、
消
防
協
力
者
と
し

て
市
消
防
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
３
月
、
船
岡
地
内
で
ト
ラ
ク
タ
ー
が

田
ん
ぼ
に
転
落
。
運
転
し
て
い
た
男
性

は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
下
敷
き
に
な
り
な

が
ら
懸
命
に
手
だ
け
を
動
か
し
、
携
帯

電
話
で
工
藤
さ
ん
に
助
け
を
求
め
ま
し

た
。
現
場
に
駆
け
つ
け
た
工
藤
さ
ん
は

近
く
に
あ
っ
た
角
材
を
利
用
し
て
男
性

を
脱
出
さ
せ
、
そ
の
後
到
着
し
た
救
急

隊
に
引
継

ぎ
ま
し
た
。

　
迅
速
・

勇
敢
な
人

命
救
助
活

動
を
あ
り

が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
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元
行
政
相
談
委
員

　鈴
木
さ
ん
に
総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

春の褒章（市出身者）紫綬褒章

豊島　近さん
（60歳・東京都在住・　
　　　本荘地域出身）

高齢者叙勲 旭日単光章　地方自治功労
　今野さんは、昭和51年に旧岩城町議
会議員に当選以来、平成８年７月まで
連続５期20年間の長きにわたり地方自
治の発展に尽力。この間、産業建設常任
委員会副委員長や議会運営委員長など
を歴任されました。
　「夢にも思わなかった受章で、とても驚

いています。畏れ多く、もったいなく思

います。お世話になった多くの方々に、

心から感謝しています」と話す今野さん

　豊島さんは構造生物学に関する研究
に尽力され、細胞膜の「カルシウムポン
プ」と呼ばれるタンパク質の構造解析に
成功するなど、長年の研究実績が評価さ
れました。現在は東京大学教授・分子細
胞生物学研究所高難度蛋白質立体構造
解析センター長を務められています。
　「研究の原点は鶴舞小学校で受けた個人

の能力を伸ばそうとする教育にあると思

います。郷土に感謝しています」と話す

豊島さん

今野　昭太郎さん
（88歳・岩城君ヶ野）

工
藤
春
男
さ
ん
に
消
防
長
表
彰

元
人
権
擁
護
委
員

　東
海
林
さ
ん
に

　
　法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

市消防団の異動
　４月１日付で本市消防団に異動
があり、今年度の消防団幹部は次
の皆さんになりました。

消防団長
　周防　彦宗さん（鳥海・上川内）
副団長
　石綿喜代隆さん（東由利・宿）
　佐々木勝美さん（由利・川西）
　田口　憲一さん（本荘・山田）
本荘支団長
　遠藤　満博さん（本荘・赤田）
矢島支団長
　坂田　　充さん（矢島・七日町）
岩城支団長
　今野　文夫さん（岩城・道川）
由利支団長
　阿部　一彦さん（由利・五十土）
大内支団長
　鈴木　輝秋さん（大内・岩野目沢）
東由利支団長
　長谷山　　さん（東由利・田代）
西目支団長
　齋藤　安雄さん（西目・西目）
鳥海支団長
　原田　俊孝さん（鳥海・下笹子）
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チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
と
は

問 

誰
で
も
参
加
で
き
る
の
？

　

本
市
に
お
住
ま
い
の
方
、
通

勤
・
通
学
さ
れ
て
い
る
方
全
員

が
対
象
で
す
。
決
め
ら
れ
た
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
な
く
て
も
、

自
宅
や
学
校
、
職
場
な
ど
、
日

常
生
活
の
中
で
15
分
以
上
の
運

動
を
し
て
報
告
す
る
こ
と
で
カ

ウ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

問 

ス
ポ
ー
ツ
は
苦
手
で…

　

競
技
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
、
室
内

の
掃
除
や
徒
歩
で
の
通
勤
な
ど
、

運
動
が
伴
え
ば
内
容
に
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
か
ら
高

齢
層
ま
で
、
幅
広
く
お
気
軽
に

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

問 

報
告
は
ど
う
や
っ
て
？

　

運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
方

は
、
当
日
午
後
９
時
ま
で
に
報

告
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
カ
ウ

ン
ト
さ
れ
ま
せ
ん
。
報
告
先
は

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
ま

た
は
各
教
育
学
習
課
で
す
。
決

め
ら
れ
た
様
式
な
ど
に
「
個
人

(

団
体)

名
・
参
加
人
数
・
内
容
」

を
記
載
し
て
ご
持
参
ま
た
は
電

話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
報
告
し

て
く
だ
さ
い
。
町
内
会
や
学
校
、

会
社
単
位
で
ご
参
加
の
う
え
、

報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

負
け
る
と
ど
う
な
る
の
？

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
参
加
率

で
勝
敗
が
決
ま
り
ま
す
。
負
け

た
場
合
は
、
相
手
の
市
の
旗
を

市
役
所
に
１
週
間
掲
揚
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
「
ま

ち
の
威
信
と
名
誉
を
か
け
た
住

民
総
参
加
型
の
大
会
」
と
さ
れ

る
理
由
で
す
。
市
に
お
住
ま
い

の
皆
さ
ん
や
お
勤
め
の
皆
さ
ん

全
員
が
主
役
の
イ
ベ
ン
ト
な
の

で
す
。

チャレンジデーは、運動やスポーツを通じ、健康に対する意識を
高めるきっかけづくりも目的の一つになっています。
この機会に、あなたの「チャレンジデー」にしてみませんか。

　

協
賛
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①
み
ん
な
で
健
康
体
操

②
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
・
市
民

一
斉
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

③
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

ス
イ
ム
相
談
室

④
チ
ャ
レ
ン
ジ　

軽
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　

今
回
の
対
戦
相
手

　
　
　
　
　

は
友
好
都
市｢

香
川         

　
　
　
　
　

県
丸
亀
市｣

。
災
害

時
応
援
協
定
も
締
結
し
、
親
し

く
交
流
し
て
い
ま
す
。
今
回
が

８
回
目
で
、
昨
年
の
参
加
率

72
・
５
％
を
誇
る
強
豪
で
す
。

◆
丸
亀
市
の
横
顔

チャレンジデーは参加率を競う大会

問
い
合
わ
せ･

報
告
先

ス
ポ
ー
ツ
課

☎

32
ー
１
３
３
４

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
33
ー
２
２
０
２

ま
た
は
各
教
育
学
習
課
へ

「健康体操」をケーブルテレビで放送中！
みんなで覚えて参加してください。

友好
都市

香川県丸亀市
私たちのまち
由利本荘市

生駒氏を縁に友好交流、
前回参加率 72％超の強豪

VS

　

香
川
県
の
中
西
部
に
位
置
し
、

県
都･

高
松
市
に
次
ぐ
市
。
人

口
11
万
人
。
面
積
１
１
１
平
方

㌔
。
丸
亀
藩
の
初
代
藩
主
の

生
駒
氏
が
移
封
さ
れ
た
縁
か
ら
、

旧
矢
島
町
と
交
流
を
続
け
、
昨

年
２
月
友
好
都
市
を
締
結
。

　

特
産
は
コ
メ
、
野
菜
、
桃
、

ハ
ッ
サ
ク
、
讃
岐
う
ど
ん
、

骨
付
き
鳥
な
ど
。
う
ち
わ
生
産

は
全
国
シ
ェ
ア
９
割
。

本
市
の
成
績
は
１
勝
１
敗

　

本
市
は
今
回
が
３
回
目
の

参
加
で
す
。
一
昨
年
は
愛
知

県
碧
南
市
と
対
戦
し
、
参
加

率
58
・
３
％
で
勝
利
。

　

昨
年
の
相
手
は
山
梨
県
甲

斐
市
で
、
参
加
率
69
・
４

％
に
上
昇
し
た
も
の
の
、
４

㌽
差
で
惜
敗
し
ま
し
た
。

あ
な
た
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

Let’s try

15min

！

昼
に
カ
ダ
ー
レ
で
「
健
康
体
操
」、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
生
放
送

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
健
康

の
保
持
・
増
進
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
目
的
で
、
誰

も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る

「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
の
推
進

と
も
連
携
し
て
い
ま
す
。

　

今
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
誰
も
が
気
軽
に
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
人
気
な

の
が
「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
」
で

す
。
日
本
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協

会
に
よ
る
と
国
内
の
愛
好
者

数
は
１
２
０
万
人
を
超
え
て

お
り
、
東
由
利
地
域
に
あ
る

「
八
塩
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」

も
県
内
外
の
愛
好
仲
間
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
新
た
に
２
コ
ー

ス
18
ホ
ー
ル
の
造
成
を
決

め
、
本
年
度
は
用
地
取
得
と

補
償
、
測
量
・
設
計
、
敷
地

造
成
工
事
を
行
い
ま
す
。
事

業
費
は
約
１
億
４
百
万
円
。

　

工
事
は
来
年
度
ま
で
２
年

か
け
、
芝
生
の
養
生
を
行
っ

た
後
、平
成
29
年
夏
に
は
「
６

コ
ー
ス
54
ホ
ー
ル
」、
県
内

一
の
規
模
と
な
り
ま
す
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
健
康
で

心
豊
か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
最
適
な
ス
ポ
ー
ツ
。
お
気

軽
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

１
億
円
か
け
、八
塩
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
造
成

２
年
後
、
県
内
最
大｢

６
コ
ー
ス
54
ホ
ー
ル｣

が
完
成

写
真
後
方
、
約
２
㌶
に
18
ホ
ー
ル
を
造
成
予
定

！八塩グランドチャンピオンシリーズ 2015（年 4回大会・個人戦）参加選手募集中。問東由利総合支所産業課☎69－2116 美しいフォームですネ

㈰

に
休
館
し
ま
す
。

 「
市
民
一
斉
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
に

長
崎
宏
子
さ
ん
が
来
場
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
大
使

!
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日
時
　
８
月
８
日
㈯
　
15
時
半
〜 

　（
15
時
開
場
）

会
場
　
カ
ダ
ー
レ
　
大
ホ
ー
ル

入
場
料
　（
全
席
指
定
・
税
込
）

前
売
　
Ｓ
席
　
４
５
０
０
円

　
　
　
Ａ
席
　
３
千
円

当
日
　
５
０
０
円
増

　
◎
未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

前
売
券
発
売
開
始
　
６
月
１
日
㈪

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い

　【
由
利
本
荘
市
】
ゆ
り
ぷ
ら
ざ

　【
秋
田
市
】　
ｃ
ａ
ｏ
ｃ
ａ
広
場

　
　
　
　
　
　
ロ
ー
ソ
ン

問
い
合
わ
せ
先
　
カ
ダ
ー
レ
管
理
課

　
☎
22̶

２
５
０
０

お知らせします
第２回「市議会定例会」
会期日程（予定）

　会期や日程は今後変更になる場合
があります。傍聴の際などは事前にご
確認ください。
【会期】   ５月29日（金）～６月19日（金）
　５月29日（金）…
　本会議（開会、議案の説明）
　６月３日（水）・４日（木）…
　本会議（一般質問）
　５日（金）…
　本会議（一般質問、議案質疑）
　８日（月）～11日（木）…各委員会
　19日（金）…
　本会議（質疑、討論、採決、閉会）
【本会議開会時刻】
　５月29日（金）、６月19日（金）…10時
　６月３日（水）～５日（金）…９時半
※５月19日（火）までに受理する請願・
　陳情を今定例会で審議する予定です。
【問い合わせ先】
　議会事務局　☎２４－６３８６

下水道への接続
早期にお願いします

　市では、河川の水質を保全し快適な
生活環境を実現するために、下水道の
普及を図っています。
　下水道が利用できる区域では、各家
庭の台所や風呂などから出る排水を流
し込む排水設備を設置するとともに、
くみ取り便所を水洗便所に改造するこ
とが義務付けられています。下水道施
設が有効に利用されるよう、早期に下
水道への接続工事をお願いします。
▶下水道への接続工事は、必ず市の指
　定工事店に依頼してください。
▶下水道への接続工事は、条件を満た
　していれば「住宅リフォーム資金助
　成事業」補助の対象となります。（「住
　宅リフォーム資金助成事業」につい
　ては、建築住宅課（☎２４－６３３４）
　に問い合わせください）
問い合わせ先　上下水道課管理班　
☎２４－６３４４

海援隊

　
認
知
症
の
人
が
で
き
る
限
り

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
に
必
要
な
医
療
、

介
護
、福
祉
を
紹
介
し
た｢

認
知

症
・
安
心
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク｣

を
市

内
医
療
機
関
、介
護
保
険
事
業

所
、民
生
委
員
な
ど
に
配
布
し

ま
し
た
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
ま
し
た
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、広
く
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、本
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

簡
易
版
を
６
月
に
全
戸
配
布
す

る
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
長
寿
支
援
課

　
☎
24
―
６
３
２
４

所
、民
生
委
員
な
ど
に
配
布
し

kadare preseuts －カダーレ自主事業－
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～鳥海山が育む
　多彩な景観を歩いて楽しむ～

フットパス　鳥海さんぽ

6月6日（土）　城下町コース「矢島」
　生駒氏矢島藩の城下町当時の町割りが残る、歴
史溢れる町並みを巡ります。
　フットパス終了後、希望者で天寿酒造の酒蔵見学
を行います。
距離　約４．６㌔（約２時間）
参加料　５００円　定員　40人
▶集合場所はAとBのどちらかを選びお申し込みく
　ださい。
（Ａ）矢島駅前　　受け付け　８時
　　　　　　　　出発　８時半
（Ｂ）羽後本荘駅　受け付け　7時15分
　　　　　　　　出発　７時40分
※由利高原鉄道で矢島駅まで移動します。（運賃は
　自費になります）

6月7日（日）　鳥海山コース「桑ノ木台」
　レンゲツツジで有名な桑ノ木台湿原での新コー
スです。途中、無料運行のバスを利用しつつ歩きま
す。
距離　約１．２㌔（約１時間）
参加料　５００円　定員　25人
受け付け　９時
出発　９時半
集合場所　桑ノ木台湿原駐車場
■各コースとも開催の1週間前までに事前申し込み
　が必要です。
申し込み・問い合わせ先
　観光文化振興課　☎２４－６３４６
◆この後のフットパスの７月までの予定です。各コ
　ースとも昨年よりさらに魅力アップできるよう企画
　中ですのでご期待ください。
６月21日（日）　石脇コース
７月 ４ 日（土）　木境コース
７月25日（土）　赤田コース
７月26日（日）　西目コース

　
本
市
誕
生
10
周
年
を
記
念
し
て
「
由

利
本
荘
市
誌
」
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　
市
誌
は
、本
市
の
「
自
然
環
境
」「
歴

史
」「
文
化
・
民
俗
」、
昭
和
50
年
代

こ
ろ
か
ら
の
各
種
施
策
、
新
市
誕
生
後

の
「
地
域
の
創
造
」「
歴
史
年
表
」
な

ど
で
構
成
。冊
数
限
定
で
販
売
し
ま
す
。
販売価格　１冊千円
サイズ　Ａ４判、フルカラー、２６２ページ
販売場所　総務課（市役所２階）、各総合支所振興課、
　各出張所、カダーレ（１階総合案内）、アクアパル、
　本荘郷土資料館、南内越公民館、日新館、善隣館、
　シーガル、紫水館
問い合わせ先　総務課　☎２４－３３２１　

「由利本荘市誌」販売中！

日時　５月23日（土）　14時～16時半（受け
　付け13時半～）
会場　ＦＯＲＵＭ８（フォーラムエイト）　コ
　ンファレンスルーム「５１４会議室」
　（東京都渋谷区道玄坂２－10－７　ＪＲ
　渋谷駅徒歩５分）　☎０３－３７８０－
　０００８
参加料　無料
定員　50人（先着順）
◎詳しくはホームページを検索ください
　（「由利本荘　移住」で検索！）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

由
利
本
荘
ま
る
ご
と
営
業
本
部

仕
事
づ
く
り
課
☎
24－

６
２
４
７

由
利
本
荘
に
住
ん
で
み
ま
せ
ん
か

移
住〝
ま
る
ご
と
〞ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
市
で
は
、
移
住
（
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
）
促
進
対

策
の
一
環
と
し
て
、
首
都
圏
周
辺
に
在
住
す

る
移
住
希
望
者
な
ど
（
本
市
や
県
内
に
帰
り

た
い
、
住
ん
で
み
た
い
と
考
え
て
い
る
方
）

を
対
象
に
「
由
利
本
荘
移
住
〝
ま
る
ご
と
〞

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を
開
催
し
ま
す
。ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
は
、
本
市
の
「
暮
ら
し
」・「
仕
事
」

に
関
す
る
生
活
情
報
の
提
供
、
参
加
者
間
の

情
報
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。
社
会
人
の
方

は
も
ち
ろ
ん
、
学
生
さ
ん
も
大
歓
迎
で
す
。

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
、
お
知
り
合
い
で
首

都
圏
周
辺
に
お
住
ま
い
の
方
に
ぜ
ひ
お
声
か

け
を
お
願
い
し
ま
す
。

▶スマートフォンなどで
　は、ＱＲコードからホ
　ームページにアクセス
　できます。
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本
市
町
内
会
で
出
場
す
る
４
人

１
組
の
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

　

親
睦
を
深
め
る
場
と
し
て
も
最

適
で
す
。ぜ
ひ
町
内
会
行
事
の
一
環

と
し
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

７
月
５
日
（日）　

８
時
半
〜

　
（
受
け
付
け
８
時
〜
）

会
場　

八
塩
い
こ
い
の
森　

八
塩

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

参
加
資
格　

本
市
の
町
内
会
構
成

　

員
チ
ー
ム
構
成　

１
チ
ー
ム
４
人
、

　

う
ち
１
人
以
上
女
性
を
含
む

競
技
方
法　

４
人
の
ト
ー
タ
ル
ス

　

コ
ア
を
５
３
０
に
近
づ
け
た
チ

　

ー
ム
を
上
位
と
し
ま
す

募
集
チ
ー
ム
数　

60
チ
ー
ム
（
多

　

数
時
は
抽
選
）

参
加
料　

１
チ
ー
ム
４
千
円
（
プ

　

レ
ー
代
、保
険
料
、賞
品
代
含
む
）

◎
上
位
チ
ー
ム
の
賞
品
ほ
か
、
参

　

加
賞
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

６
月
22
日
（月）
ま
で
、
八
塩
グ
ラ

　

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
リ
ー
ズ

　

実
行
委
員
会
（
東
由
利
総
合
支

　

所
産
業
課
内
）　

☎
69―

２
１

　

１
６

【
ご
て
ん
ま
り
制
作
教
室
（
初
級
・

初
心
者
）】

日
時　

６
月
15
日
（月）
、
16
日
（火）
、

　

18
日
（木）　

９
時
半
〜
15
時

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

創
作
テ
ラ
ス

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

【
刺
し
子
制
作
教
室（
中
級
・
初
級
）】

日
時　

６
月
15
日
（月）
、
16
日
（火）
、

　

19
日
（金）　

９
時
半
〜
15
時

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

会
議
室

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

１
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

５
月
29
日
（金）
ま
で
、
観
光
文
化

　

振
興
課　

☎
24―

６
３
４
９

種
目　
【
水
泳
】
７
月
８
日
（水）
・
15

　

日
（水）
・
22
日
（水）
【
カ
ヌ
ー
】
７

　

月
26
日
（日）
【
キ
ャ
ン
プ
】
８
月

　

29
日
（土）
・
30
日
（日）
【
ニ
ュ
ー
ス

　

ポ
ー
ツ
】
10
月
【
ス
ケ
ー
ト
】

　

12
月
【
ス
キ
ー
】
２
月
【
ス
キ

　

ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
】
３
月

対
象　

市
民
（
小
学
生
以
下
は
保

　

護
者
同
伴
）

参
加
料　

中
学
生
以
下　

２
８
０

　

０
円
、
高
校
生
以
上　

３
８
５

　

０
円
（
保
険
料
を
含
む
。
種
目

　

に
よ
っ
て
個
人
負
担
あ
り
）

定
員　

50
人
程
度

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

６
月
５
日
（金）
ま
で
、
本
荘
教
育

　

学
習
課　

☎
22―

２
６
７
３

　

弓
道
の
基
本
を
会
員
が
丁
寧
に

指
導
し
ま
す
。
基
本
を
修
練
し
て

弓
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

期
間　

６
月
11
日
（木）
〜
７
月
30
日

　

（木）　

19
時
〜
20
時
半

会
場　

西
目
弓
道
場
「
無
想
館
」

対
象　

小
学
５
年
生
以
上
（
小
・

　

中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）、
大

　

人
や
高
齢
の
方
も
歓
迎
し
ま
す

参
加
料　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

６
月
１
日
（月）
ま
で
、
西
目
弓
道

　

愛
好
会　

成
田
さ
ん　

☎
33―

　

４
６
１
６
、
ま
た
は
シ
ー
ガ
ル

　

☎
33―

２
３
１
５

対
象　

県
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家

　

庭
の
父
母
・
寡
婦
な
ど

受
講
日　

６
月
26
日
（金）
・
29
日
（月）

　

・
７
月
１
日
（水）
・
８
月
11
日
（火）

　

９
時
〜
17
時（
昼
休
憩
１
時
間
） 

会
場　

県
社
会
福
祉
会
館

定
員　

20
人
（
５
人
以
下
中
止
）

講
習
科
目　

衛
生
関
係
法
規
ほ
か

　
（
全
７
科
目
）

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
と

　

問
題
集　

約
３
千
円
は
実
費
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

６
月
12
日
（金）
ま
で
、
子
育
て
支

　

援
課　

☎
24―

６
３
１
９

※

申
し
込
み
に
は
写
真
１
枚
（
４

　

㌢×

３
㌢
）
が
必
要
で
す
。

市
民
交
流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

出
場
者
募
集
し
ま
す

ご
て
ん
ま
り
・
刺
し
子
制
作
教
室

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

本
荘
ス
ポ
ー
ツ
教
室

参
加
者
を
募
集
中
！

「
西
目
弓
道
愛
好
会
」弓
道
教
室

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

調
理
師
試
験
対
応
講
習
会

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

　市からのお知らせやイベントなど、
身近な情報をお届けします。
市ホームページにも掲載して
いますので、ぜひご覧ください。

◎由利本荘市ホームページ
http://www.city.yurihonjo.akita.jp
◆スマートフォンなどで
は、ＱＲコードからアク
セスしてください→

暮 ら し の お 知 ら せ

　市内で生産される農産物の付加価値化
と農家所得の向上を図るため、農産品の
加工施設、販売施設および備品整備に伴
う費用の一部を助成します。
【補助対象事業者】
①農林漁家を中心とする団体または法人
②農林漁家
〈補助金の額など〉

【公募期間】
　５月18日（月）～６月30日（火）
※各種施設整備にあたっては、保健所との
　事前調整が必要です。
問い合わせ先
　農業振興課　元気集落支援班　☎２４
　－６２３４、または各総合支所産業課

事業項目

加工施設整備

販売施設整備

備品整備

区　分
団体・法人
農林漁家
団体・法人
農林漁家
団体・法人
農林漁家

補助金限度額

１５０万円

１００万円

　４０万円

補助率
1/2
1/3
1/2
1/3
1/2
1/3

農
産
物
の
加
工
、販
売
に
係
る
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す

〜 

農
業
６
次
産
業
化
支
援
事
業
費
補
助
金 

〜

【
全
国
商
工
会
珠
算
検
定
試
験
】

日
時　

６
月
21
日
（日）　

９
時
〜

会
場　

市
商
工
会
本
所

申
込
期
限　

５
月
22
日
（金） 

【
３
級
販
売
士
検
定
試
験
】

日
時　

７
月
11
日
（土）　

９
時
半
〜

会
場　

市
商
工
会
本
所

申
込
期
間　

５
月
25
日
（月）
〜
６
月

　

19
日
（金）　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
商
工
会
本
所　

☎
23―

８
６

　

８
６
、
ま
た
は
各
支
所

日
時　

５
月
31
日
（日）　

14
時
〜

会
場　

由
利
体
育
館

参
加
料　

無
料

定
員　

６
チ
ー
ム
（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
田
さ
ん　

☎
０
９
０―

５
２

　

３
１―

０
９
２
１

物
件　

県
営
梵
天
住
宅
１
戸
（
世

　

帯
向
け
）、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
１
戸

月
額
家
賃　

２
４
３
０
０
円
〜
５

　

５
８
０
０
円
（
敷
金
・
家
賃
の

　

３
カ
月
分
）

抽
選
日　

６
月
10
日
（水）　

申
込
書
類
配
布
・
申
し
込
み
先　

　

５
月
29
日
（金）
ま
で
、
県
由
利
地

　

域
振
興
局
建
築
課
、
秋
田
地
域

　

振
興
局
建
築
課

問
い
合
わ
せ
先　

県
秋
田
地
域
振

　

興
局
建
築
課　

☎
０
１
８―

８

　

６
０―

３
４
９
０
（
問
い
合
わ

　

せ
前
に
申
込
書
類
を
ご
用
意
く

　

だ
さ
い
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅

本
荘
地
域　
　

１
戸
（
伊
勢
堂
）

岩
城
地
域　
　

１
戸
（
城
下
）

公
営
住
宅

岩
城
地
域　
　

１
戸
（
愛
宕
西
）

　
　
　
　
　
　

１
戸
（
愛
宕
東
）

矢
島
地
域　
　

２
戸
（
下
山
寺
）

　
　
　
　
　
　

１
戸
（
栩
木
田
）

由
利
地
域　
　

１
戸
（
滝
沢
舘
）

西
目
地
域　
　

１
戸（
潟
端
第
２
）

　
　
　
　
　
　

１
戸（
潮
騒
の
丘
）

東
由
利
地
域　

２
戸
（
吉
野
）

公
共
住
宅

岩
城
地
域　
　

１
戸
（
天
鷺
東
）

東
由
利
地
域　

１
戸
（
吉
野
）

鳥
海
地
域　
　

１
戸
（
笹
子
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

入
居
の
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は

　

５
月
25
日
（月）
ま
で
、
建
築
住
宅

　

課　

☎
24―

６
３
３
４
、
ま
た

　

は
各
総
合
支
所
建
設
課

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
中
！

商
工
会
各
種
検
定
試
験

受
験
者
を
募
集
し
ま
す
！

県
営
住
宅

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

「
第
３
回
社
会
人
フ
ッ
ト
サ
ル
交
流
会
」

参
加
者
の
募
集

　市では、来年 1 月 10 日開催の成人
式に引き続いて行う「新成人のつどい」
の実行委員を募集します。実行委員は、
成人の記念として自分たちで思い出に
残るイベントの企画と運営を行いま
す。二十歳となる皆さんのご応募をお
待ちしています。
対象　平成 7 年 4 月 2 日～翌 8 年 4
　月 1 日生まれで本市在住または出身
　の方
募集人数　20人程度
内容　イベントの企画、運営
申し込み・問い合わせ先
　生涯学習課　☎３２－１３３２

　次の日時に松ヶ崎受信点のメンテナ
ンスを行いますので、断続的にテレビ
ユー山形（６ｃｈ）が受信できなくな
ります。皆さんのご理解とご協力をお
願いします。
日時　５月25日（月）　10時半～11時
　　　（予備日　5月26日（火）　10時
　　　半～11時）
問い合わせ先　ＣＡＴＶセンター　　
　　　　　　　 ☎６５̶３７２２

「新成人のつどい」
実行委員を募集 !!

　　　　テレビユー山形を
見られない日時があります！

　田植えが落ち着いた「さなぶり」の時期をみんなで楽し
みませんか？
日時　６月７日（日）　９時半～15時
会場　鳥海健康広場
　　　（雨天時・鳥海トレーニングセンター）
内容　太鼓演奏（前ノ沢太鼓）、緑化樹贈呈、舞踊（鳥海
　舞踏会）、百宅そば早食い大会、さなぶり抽選会、鳥海
　ダムコーナー、消防体験コーナーなど

　９月に開催される市民ボート大会に備えての
練習などにご利用ください。
貸出期間 ６月２日（火）～10月31日（土）
対象　市民クルー（今年度新たに登録する団体
　は、安全講習会の受講が必要です。）
問い合わせ先　アクアパル　☎２２－５６１１

ナックルフォアボート  貸し出しします！

み
ん
な
で
子
吉
川
を
き
れ
い
に
し
ま
せ
ん
か
？

【
子
吉
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
】

日
時　

５
月
30
日
（土）　

７
時
半
〜
８
時
半

　
（
当
日
は
小
雨
決
行
、実
施
の
場
合
は
７

　

時
に
の
ろ
し
で
合
図
し
ま
す
）

会
場　

友
水
公
園（
ア
ク
ア
パ
ル
前
河
川

　

敷
）、せ
せ
ら
ぎ
パ
ー
ク（
本
荘
第
一
病

　

院
裏
）、由
利
橋
石
脇
側

◎
ゴ
ミ
袋
、軍
手
な
ど
は
準
備

【
子
吉
川
花
い
っ
ぱ
い
活
動

　
　
（
花
植
え
）に
参
加
し
ま
せ
ん
か
】

日
時　

６
月
７
日
（日）　

８
時
〜

集
合
場
所　

ア
ク
ア
パ
ル

持
ち
物　

移
植
ベ
ラ

問
い
合
わ
せ
先　

子
吉
川
市
民
会
議
事
務

　

局（
ア
ク
ア
パ
ル
内
）☎
22－

５
６
１
１

出演者　歌麿呂、木本
　有美
問い合わせ先
　鳥海総合支所産業課
　☎５７－２２０５

歌謡バラエティショー
開催します！

↑名物・百宅そば早食い大会は
　迫力満点！！
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期
日　

７
月
18
日
（土）
・
19
日
（日）
・

　

20
日
（月）　
　

会
場　

秋
田
県
心
身
障
害
者
総
合

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
秋
田
県
社
会

　

福
祉
会
館
内
）

対
象　

今
年
４
月
１
日
現
在
で
18

　

歳
以
上
の
県
内
在
住
者
で
、
講

　

習
後
に
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
指

　

導
員
と
し
て
活
動
で
き
る
方

定
員　

30
人

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス

　

ト
代
別
途
３
５
０
０
円
徴
収
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

５
月
29
日
（金）
ま
で
、Ｆ
Ａ
Ｘ
・

　

郵
送
で
、
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ

　

ー
ツ
協
会　

☎
０
１
８

－

８
６

　

４

－

２
７
５
０
、Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１

　

８

－

８
７
４

－

９
４
６
７

日
時　

７
月
10
日
（金）
、
９
月
10
日

　

（木）
、
11
月
10
日
（火）
、
１
月
８
日

　

（金）
、
３
月
10
日
（木）　

９
時
〜
正

　

午
会
場　

県
第
二
庁
舎
４
階　

高
機

　

能
会
議
室

手
数
料　

登
録
申
請
手
数
料
・
６

　

３
０
０
円
、
再
交
付
申
請
手
数

　

料
・
３
５
０
０
円
（
と
も
に
刀

　

剣
類
一
振
り
に
つ
き
）

問
い
合
わ
せ
先　

文
化
課　

☎
32

　

―

１
３
３
７

日
時　

５
月
27 

日
（水）　

９
時
半
〜

　

正
午

会
場　

市
役
所
第
６
会
議
室

内
容　

遺
言
・
相
続
・
金
銭
・
土

　

地
建
物
の
賃
貸
な
ど
に
つ
い
て

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
相
談
室　

☎
24―

６
２
５

　

１
日
時
・
会
場　

６
月
１
日
（月）　

10

　

時
〜
15
時
（
鶴
舞
会
館
、
東
由

　

利
公
民
館
、
岩
谷
会
館
、
矢
島

　

福
祉
会
館
）

日
時
・
会
場　

６
月
２
日
（火）　

10

　

時
〜
15
時
（
社
会
福
祉
協
議
会

　

西
目
支
所
）

日
時
・
会
場　

６
月
３
日
（水）　

10

　

時
〜
15
時
（
紫
水
館
、善
隣
館
、

　

高
城
セ
ン
タ
ー
）

主
な
相
談
内
容　

人
権
相
談
（
差

　

別
、
名
誉
、
信
用
な
ど
）、
困

　

り
ご
と
（
土
地
、建
物
の
権
利
・

　

登
記
、
家
族
、
不
動
産
の
賃
貸

　

借
）、子
ど
も
の
人
権（
い
じ
め
、

　

不
登
校
、
体
罰
）

問
い
合
わ
せ
先　

法
務
局
本
荘
支

　

局　

☎
22―

１
２
０
０

　

同
じ
思
い
の
仲
間
と
お
茶
を
飲

ん
だ
り
、
お
話
し
を
し
て
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

５
月
23
日
（土）　

10
時
半
〜

　

15
時

会
場　

鶴
舞
会
館　

第
４
学
習
室

対
象　

こ
こ
ろ
に
問
題
を
抱
え
て

　

い
る
方

参
加
料　

１
０
０
円
（
お
茶
代
）

問
い
合
わ
せ
先　

精
神
福
祉
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
「
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
」

　

事
務
局　

☎
０
９
０―

４
０
４

　

９―

３
１
８
１

　

認
知
症
に
関
す
る
日
ご
ろ
の
悩

み
や
苦
労
を
、
気
軽
に
お
話
し
ま

せ
ん
か
？
（
要
申
し
込
み
）

日
時　

５
月
30
日
（土）　

13
時
半
〜

　

15
時
半

会
場　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
由
利
本
荘
に

　

か
ほ
市
民
が
健
康
を
守
る
会
事

　

務
所
（
石
脇
字
石
脇
２
）

対
象　

ど
な
た
で
も （
認
知
症
の

　

方
本
人
の
参
加
も
可
）

内
容　

認
知
症
の
方
本
人
や
そ
の

　

家
族
が
集
ま
り
、
自
由
に
話
を

　

し
て
仲
間
づ
く
り
を
し
ま
す
。

参
加
料　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
社
団
法
人
認
知
症
の
人
と

　

家
族
の
会　

☎
23―

４
４
８
８

初
級
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

養
成
講
習
会

「
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
」

参
加
し
ま
せ
ん
か（
申
し
込
み
不
要
）

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

公
証
人
に
よ
る
無
料
相
談（
要
予
約
）

「
特
設
人
権
相
談
所
」
開
設

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い

訓
練
科
・
定
員　

機
械
加
工
技
術

　

科
（
15
人
）、
電
気
設
備
科（
18

　

人
）、ビ
ル
管
理
技
術
科（
15
人
）

訓
練
期
間　

７
月
１
日
（水）
〜
12
月

　

25
日
（金）　

９
時
20
分
〜
15
時
40

　

分
会
場　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
中

　

で
、
技
術
・
技
能
を
身
に
つ
け

　

再
就
職
を
希
望
す
る
人

受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

申
し
込
み
先　

６
月
１
日
（月）
ま
で
、

　

お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

問
い
合
わ
せ
先　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン

　

タ
ー
秋
田　

☎
０
１
８―

８
７

　

３―

３
１
７
８

　

本
荘
由
利
広
域
市
町
村
圏
組
合

で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
28

年
度
ま
で
に
開
設
を
希
望
さ
れ
る

「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」

の
募
集
を
５
月
15
日
（金）
か
ら
行
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
本
荘
由
利
広
域

市
町
村
圏
組
合　

介
護
保
険
課
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。（
５
月
15
日
（金）
に
掲
示
）

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
由
利
広
域

　

市
町
村
圏
組
合　

介
護
保
険
課

　

☎
24―

３
３
４
７

応
募
資
格　

次
の
要
件
を
全
て
満

　

た
し
て
い
る
こ
と

〇
秋
田
県
出
身
者
で
あ
る
こ
と

〇
平
成
27
年
４
月
に
、
文
部
科
学

　

省
所
管
の
国
公
立
、
私
立
の
大

　

学
、
短
期
大
学
に
入
学
し
、
１

　

年
に
在
籍
し
て
い
る
こ
と　

〇
高
校
卒
業
後
３
年
以
内
の
者
、

　

高
卒
認
定
者
は
中
学
校
卒
業
後

　

６
年
以
内
の
者
で
あ
る
こ
と

〇
学
資
の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら

　

れ
る
こ
と
（
父
母
の
特
別
控
除

　

後
の
認
定
所
得
金
額
合
計
が
３

　

０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
）

※

他
の
奨
学
金
を
受
け
る
方
は
貸

　

与
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

申
込
期
間　

５
月
７
日
（木）
〜
26
日

　

（火）
（
郵
送
ま
た
は
持
参
）

募
集
人
員　

30
人
程
度

貸
与
月
額　

５
万
円
（
無
利
息
）

貸
与
期
間　

申
込
者
の
在
学
す
る

　

大
学
（
短
大
）
の
正
規
の
最
短

　

修
業
年
限

返
還
期
間　

貸
与
期
間
の
３
倍
の

　

期
間
内

問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
県
育
英
会

　

☎
０
１
８―

８
６
７―

２
３
１

　

１

　

毎
年
、
全
国
で
約
４
０
０
件
の

農
作
業
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

大
切
な
「
命
」
を
守
る
た
め
、

ゆ
と
り
あ
る
作
業
計
画
を
立
て
、

安
全
を
十
分
に
確
認
し
て
作
業
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

【
農
作
業
を
安
全
に
行
う
た
め
に
】

①
使
用
機
器
類
の
点
検
・
整
備
は
、

　

計
画
的
に
早
め
に
行
い
ま
し
ょ

　

う
。

②
無
理
の
な
い
作
業
計
画
を
作
り

　

ま
し
ょ
う
（
適
時
に
休
息
を
）

③
農
作
業
や
機
械
作
業
に
適
し
た

　

服
装
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

④
ほ
場
へ
の
出
入
り
・
あ
ぜ
越
え

　

は
、
適
切
な
速
度
で
慎
重
に
行

　

い
ま
し
ょ
う
。

⑤
機
械
類
の
点
検
・
調
整
時
は
、

　

必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
か

　

ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
業
振
興
課
農

　

政
班　

☎
24―

６
３
５
３

名
称　

Ｄ
Ｃ
Ｍ
ホ
ー
マ
ッ
ク
本
荘

　

店
縦
覧
期
間　

８
月
10
日
（月）
ま
で

場
所　

商
工
振
興
課
内

※

コ
ピ
ー
料
金
は
有
料
。

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
振
興
課　

　

☎
24―

６
３
７
２

農
作
業
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

「
公
共
職
業
訓
練
」

訓
練
生
を
募
集
中
で
す

秋
田
県
育
英
会「
大
学
月
額
奨
学
金
」

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く

届
出
等
の
縦
覧
を
し
て
い
ま
す

介
護
保
険「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」

事
業
予
定
者
を
募
集
し
ま
す

　山火事のほとんどは、人の不注意
によって起きています。次の点を守り、
山火事予防にご協力をお願いします。
〇枯れ草などのある、火災が起こりや
　すい場所でのたき火はやめましょう。 
〇風が強いときや空気が乾燥してい
　るときのたき火はやめましょう。
〇たき火から離れるときは、完全に火
　が消えたことを確認しましょう。
〇火入れは市役所、または総合支所
　の許可と消防署への届け出が必要
　です。
〇たばこの投げ捨ては、絶対にやめま
　しょう。
〇火遊びはしない、させない。

問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部
予
防
課　

☎
22－

４
２
８
７

　

本
荘
消
防
署　
　
　

☎
22－

０
０
１
１

　

矢
島
消
防
署　
　
　

☎
55－

２
１
１
１

一
般
書

一
般
書

Ｕ―

20
（
10
代
向
け
の
本
）

Ｕ―

20
（
10
代
向
け
の
本
）

た
だ
い
ま
ラ
ボ

電
気
が
な
く
て
も
、人
は
死
な
な
い
。

病
院
選
び
の
前
に
必
ず
読
む
本

10
皿
で
わ
か
る
フ
ラ
ン
ス
料
理

定
年
女
子

ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
ウ
ィ
ス
キ
ー
入
門

基
本
か
ら
応
用
ま
で
身
に
つ
く
！
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー

ゆ
る
ゆ
る
ネ
コ
体
操

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
超
活
用
術

敬
語
マ
ス
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

北
朝
鮮
ポ
ッ
プ
ス
の
世
界

そ
れ
を
愛
と
は
呼
ば
ず

寝
た
ま
ん
ま
で
き
る〈
病
気
封
じ
〉体
操

育
て
て
お
い
し
い
ヘ
ル
シ
ー
植
物

見
て
わ
か
る
バ
イ
ク
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
＆
洗
車
完
全
ガ
イ
ド

花
燃
ゆ
２

過
ぎ
去
り
し
王
国
の
城

還
暦
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

戦
争
よ
り
も
本
が
い
い

癒
や
し
の
微
笑
み　

東
北
こ
け
し
の
話

お
江
戸
は
ニ
ャ
ン
と
こ
う
だ
っ
た

黒
髪
で
可
愛
い
ヘ
ア
カ
タ
ロ
グ

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
キ
ャ
ス
ト
の
仕
事

白
球
ガ
ー
ル
ズ

医
者
に
な
り
た
い

声
優
論

片
川　

優
子

木
村　

俊
雄

塩
飽　

哲
生

松
嶋　

啓
介

岸
本　

裕
紀
子

土
屋　

守

土
肥　

洋
一

木
次　

真
紀

Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｑ
Ｌ
Ｏ

唐
沢　

明

高　

英
起

桜
木　

紫
乃

『
健
康
』編
集
部

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

太
田　

潤

大
島　

里
美

宮
部　

み
ゆ
き

泉　

麻
人

池
内　

紀

高
橋　

五
郎

児
童
書

児
童
書

ロ
ケ
ッ
ト
＆
電
車
工
場
で
ド
キ
ド
キ
!!

は
み
が
き
れ
っ
し
ゃ
し
ゅ
っ
ぱ
つ
し
ん
こ
う
！

や
ろ
う
よ
テ
ニ
ス

カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
は
わ
る
い
や
つ
？

こ
い
ぬ
が
い
っ
ぱ
い
わ
ん
わ
ん
わ
ん
！

こ
ね
こ
が
い
っ
ぱ
い
に
ゃ
ん
に
ゃ
ん
に
ゃ
ん
！

も
ぐ
ら

主
婦
の
友
社

講
談
社

赤
澤　

竜
也

島
田　

和
子

小
森　

健
太
朗

令
丈　

ヒ
ロ
子

く
ぼ　

ま
ち
こ

竹
内　

映
二

松
沢　

陽
士

ス
ー
ザ
ン
・
メ
イ
ヤ
ー
ズ

ス
ー
ザ
ン
・
メ
イ
ヤ
ー
ズ

こ
こ
で
紹
介
す
る
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
本
が
入
っ
て
い
ま
す
。

中
央
図
書
館　

☎
22
│
４
９
０
０

岩
城
図
書
館　

☎
73
│
３
６
７
３

由
利
図
書
館　

☎
53
│
２
１
２
１

出
羽
伝
承
館　

☎
62
│
０
５
０
５

市
図
書
館
Ｈ
Ｐ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。蔵
書
検
索
も
で
き
ま
す
。

オ
ス
ス
メ
新
着
本

オ
ス
ス
メ
新
着
本

〈児童書〉

ガ
ー
ル
ズ
ノ
ー
ト
☆
書
き
方
レ
ッ
ス
ン

ノ
ー
ト
研
究
委
員
会　

著

ナ
ツ
メ
社
／
７
３
４
円

授
業
ノ
ー
ト
や
こ
う
か
ん
ノ
ー
ト
、プ
ロ
フ

帳
を
か
わ
い
く
ア
レ
ン
ジ
。女
の
子
の
た
め

の
ノ
ー
ト
活
用
法
と
デ
コ
テ
ク
ニ
ッ
ク
。

〈Ｕ-２０（１０代向けの本）〉

14
歳
か
ら
の
リ
ス
ク
学

山
本　

弘　

著

楽
工
社
／
１
６
２
０
円

原
発
事
故
、食
品
添
加
物
、カ
ル
ト
、自
然
災

害
。実
社
会
に
出
る
前
に
知
っ
て
お
き
た
い
、

リ
ス
ク
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方
。

〈一般書〉

子
ど
も
は
み
ん
な
問
題
児

中
川　

李
枝
子　

著

新
潮
社
／
１
０
８
０
円

焦
ら
な
い
で
、だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。お
母
さ
ん
を

応
援
す
る
 45
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
収
め
た
、心

が
ほ
ぐ
れ
る
子
育
て
の
バ
イ
ブ
ル
。

定ゼ基敬寝育花戦癒東白声

図書館インフォメーション



日
時　

６
月
１
日
（月）　

９
時
〜　

　
（
受
け
付
け
８
時
半
〜
）

会
場　

鳥
海
町
上
笹
子
字
大
平
地

　

内
「
大
平
キ
ャ
ン
プ
場
」
ほ
か

内
容　

安
全
祈
願
・
記
念
登
山（
記

　

念
登
山
は
希
望
者
の
み
）

持
ち
物　

昼
食
・
飲
料
水
・
雨
具

　

な
ど
登
山
で
き
る
服
装

記
念
登
山
参
加
料　

千
円
（
記
念

　

写
真
・
傷
害
保
険
）

〇
小
学
生
以
下
は
無
料
。
安
全
祈

　

願
の
参
加
は
無
料
。

〇
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。（
要

　

予
約
・
先
着
20
人
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

５
月
22
日
（金）
ま
で
、
観
光
協
会

　

鳥
海
支
部
（
鳥
海
総
合
支
所
産

　

業
課
内
）　

☎
57―

２
２
０
５

日
時　

６
月
７
日
（日）　

詩
吟
発
表

　

・
10
時
40
分
〜
正
午
、
吟
詠
指

　

導　

13
時
〜
14
時
半

会
場　

本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

講
師　

関
心
流
日
本
興
道
吟
詩
会

　

宗
家　

藤
井
芳
洲
氏

問
い
合
わ
せ
先　

戸
島
さ
ん　

☎

　

22―

３
９
２
０

　

ガ
ス
水
道
局
で
は
、
全
国
水
道

週
間
に
併
せ
次
の
行
事
を
行
い
ま

す
。

【
水
道
週
間
記
念
講
演
会
】

日
時　

６
月
３
日
（水）　

13
時
半
〜

会
場　

ア
ク
ア
パ
ル　

多
目
的
ホ

　

ー
ル

演
題  「
リ
ス
ク
で
み
る
水
環
境
」

講
師　

県
立
大
学　

金
澤
伸
浩
氏

入
場
料　

無
料

【
水
道
施
設
見
学
と
子
吉
川
の
源

流
「
法
体
の
滝
」
を
訪
ね
る
会
】

日
時　

６
月
５
日
（金）　

９
時
〜
15

　

時
（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所　

ガ
ス
水
道
局

コ
ー
ス　

ガ
ス
水
道
局
↓
由
利
原

　

浄
水
場
↓
黒
森
川
貯
水
池
↓
水

　

源
の
森
↓
猿
倉
浄
水
場
↓
法
体

　

の
滝（
昼
食
）↓
ガ
ス
水
道
局

持
ち
物　

昼
食

参
加
料　

無
料

定
員　

30
人

◎
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

　

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

５
月
28
日
（木）
ま
で
、
ガ
ス
水
道

　

局
管
理
課　

☎
22―

４
３
７
５

　

犬
の
し
つ
け
の
技
術
、
マ
ナ
ー

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

６
月
６
日
（土）　

９
時
半
〜

　

11
時
半

会
場　

由
利
本
荘
保
健
所
駐
車
場

内
容　

犬
を
飼
う
場
合
の
手
続
き

　

・
マ
ナ
ー
・
し
つ
け
方
、
相
談

　

コ
ー
ナ
ー
な
ど

参
加
料　

無
料

※

し
つ
け
方
教
室
へ
犬
を
連
れ
て

　

の
参
加
は
先
着
20
人
ま
で
。

　

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射

　

を
行
い
ま
す（
頭
数
制
限
な
し
）

手
数
料　
【
登
録
】
３
千
円
、【
狂

　

犬
病
予
防
注
射
】
３
２
５
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

６
月
３
日
（水）
ま
で
、（
公
社
）秋

　

田
県
獣
医
師
会
由
利
支
部
事
務

　

局　

☎
44―

８
６
６
６
（
（月）
・

　

（火）
・
（水）
・
（木）
の
９
時
〜
15
時
受

　

け
付
け
）

日
時　

５
月
30
日
（土）　

17
時
〜　

　
（
開
場
16
時
半
〜
）

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

大
ホ
ー
ル

入
場
料　

５
０
０
円

前
売
り
券
販
売　

コ
ン
ノ
楽
器

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
高
校　

加

　

藤
さ
ん　

☎
22―

０
８
３
２

日
時　

５
月
23
日
（土）　

14
時
10
分

　

〜
会
場　

本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

演
題　
「
考
古
学
か
ら
江
戸
の
暮

　

ら
し
を
探
る
」

講
師　

江
戸
遺
跡
研
究
会
世
話
人      

　

代
表　

古
泉
弘
氏

参
加
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
地
域
文
化

　

財
保
護
協
会
事
務
局
（
本
荘
郷

　

土
資
料
館
内
）　

☎
24―

３
５

　

７
０

　
　日

時　

６
月
13
日
（土）　

９
時
半
〜

　

12
時
半

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

調
理
創
作
室

メ
ニ
ュ
ー　

イ
カ
め
し
、
ミ
モ
ザ

　

サ
ラ
ダ
、
け
ん
ち
ん
汁

対
象　

男
性
（
18
歳
以
上
）   

定
員　

16
人
（
先
着
順
）     

材
料
費　

５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
公
民
館　

☎
22―

０
９
０

　

０
日
時　

６
月
７
日
（日）　

10
時
〜
正

　

午
会
場　

鶴
舞
会
館
１
階　

運
動
室

内
容　

ミ
ニ
運
動
会

対
象　

親
と
子
、
祖
父
母
と
孫
な

　

ど
の
ほ
か
、
ど
な
た
で
も

参
加
料　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

６
月
５
日
（金）
ま
で
、
由
利
本
荘

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
本
荘
支
所

　

☎
24―

３
６
３
４
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犬
の
し
つ
け
大
丈
夫
か
な
？

「
わ
ん
わ
ん
ス
ク
ー
ル
」

本
荘
地
域
文
化
財
保
護
協
会

講
演
会

お
と
こ
の
料
理
教
室
①

「
イ
カ
め
し
に
挑
戦
」

本
荘
高
校
吹
奏
楽
部

第
63
回
定
期
演
奏
会

丁
岳
山
開
き

詩
吟
見
学
会

第
57
回
全
国
水
道
週
間

　
　
　
　

６
月
１
日
〜
７
日

「
カ
ラ
カ
ラ
で　

　

蛇
口
に
飛
び
込
む　

僕
の
口
」

子
育
て
サ
ロ
ン
「
な
か
ま
っ
子
」

○「情報ガイド」の記事は、主催団体などを所管する市役所担当課の承認を得たものとしています。掲載希望の際は担当各課へご相談ください。

　岩城地域を中心に本市18メニュ
ー、湯沢市11メニューの「旨いも
の」が勢ぞろい！
日時　６月７日（日）　10時～15時
会場　道の駅「岩城」　ふれあい交
　流広場
内容　旨いもの自慢（出店）、餅つき、
　ケースケ＆マサ　ライブ、バンド、
　ダンスなど
問い合わせ先
　岩城・湯沢　海と山の旨いもの自
　慢実行委員会事務局　高橋さん
　☎６２－６０７８

海と山の旨いもの自慢2015

湯沢岩城

▼
訂
正　

本
紙
５
月
１
日
号
21
㌻
「
５
施

設
の
催
事
案
内
」
中
、
本
荘
高
校
吹
奏
楽

部
定
期
演
奏
会
は
「
17
時
開
始
」
で
す
。
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「インターバル速歩」は、「早歩き」と「ゆっくり歩き」を繰り返す
ウォーキング法で「誰でも　どこでも　手軽に」できる中高年
代の方におすすめの運動法です。

【講　　師】　NPO法人熟年体育大学リサーチセンター　森川真悠子氏
【持  ち  物】　動きやすい服装、ズック、タオル、水分補給用水・お茶等
【定　　員】　1会場につき50人（申し込み先着順）
【申込期間】　5月18日㈪～29日㈮ （土・日除く）

インターバル速歩　実技講習会

参加者募集 無料

受付時間
（受講時間） 会　場6月 申し込み先

岩城市民福祉課
（岩城保健センター）
７３－３６１２
大内市民福祉課
６５－２８１０
鳥海市民福祉課
５７－３５０３

東由利市民福祉課
６９－２１１８

9日
（火）

10日
（水）

11日
（木）

12日
（金）

健康管理課
２２－１８３４

矢島市民福祉課
５５－４９６０

西目市民福祉課
３３－４６２０

9:00～
（9:30～11:00）

9:00～
（9:30～11:00）

13:00～
（13:30～15:00）

9:00～
（9:30～11:00）

8:30～
（9:00～10:30）

12:30～
（13:00～14:30）

13:00～
（13:30～15:00）

15:00～
（15:30～17:00）

岩城総合体育館

紫水館

東由利体育館

ボートプラザ
アクアパル

日新館

受付：大内保健センター
会場：岩谷体育館

西目海洋センター

由利海洋センター 由利市民福祉課
５３－２１１３

実施地域 検　　診　　名 受　付　時　間 会　　場

大内

由利

鳥海

胸部総合検診
大腸がん検診
胃がん検診

特定健診・健康診査
前立腺がん検診
肝炎ウイルス検診

乳がん検診
子宮がん・卵巣腫瘍検診

ＨＰＶ検査

2日㈫ きらり（上川大内出張所）

高齢者コミュニティセンター（葛岡）

大内農村環境改善センター

きらり（上川大内出張所）
高齢者コミュニティセンター（葛岡）
大内農村環境改善センター

由利福祉保健センター

胸部　8:00～ 9:30
大腸　8:00～ 9:30　13:00～13:45
胃　　8:00～ 9:30

2日㈫ 13:00～13:45
13:00～13:45
12:30～13:30

骨粗しょう症検診

北内越公民館

南内越公民館

ウッディーホールこだま

小友公民館

子吉公民館

松ヶ崎基幹集落センター

15日㈪ 12:30～13:30

12:30～13:15

3日㈬

3日㈬

3日㈬

胸部総合検診
大腸がん検診

特定健診・健康診査
前立腺がん検診
肝炎ウイルス検診

  9:00～11:00
13:00～14:0018日㈭、19日㈮

胸部　8:00～ 9:30
大腸　8:00～ 9:30　13:00～13:45
胃　　8:00～ 9:30

4日㈭、5日㈮

4日㈭、5日㈮

胸部　8:00～10:00
大腸　8:00～10:00　12:30～13:30
胃　　8:00～10:00

乳がん検診
子宮がん・卵巣腫瘍検診

ＨＰＶ検査

11日㈭

12日㈮

12:15～13:00

12:15～13:00

笹子公民館

紫水館

西目

乳がん検診
子宮がん・卵巣腫瘍検診

ＨＰＶ検査
15日㈪、17日㈬

乳がん、子宮がん・卵巣腫瘍検診　12:30～13:00

子宮がん・卵巣腫瘍検診のみ受診の方　13:00～13:30

本荘
胸部総合検診
大腸がん検診
胃がん検診

22日㈪

23日㈫

24日㈬

25日㈭

26日㈮

29日㈪

7:00～10:00

7:00～10:00

7:00～10:00

7:00～10:00

7:00～10:00

7:00～10:00

西目保健センター

矢島保健センター矢島
特定健診・健康診査
前立腺がん検診
肝炎ウイルス検診

24日㈬～26日㈮ 13:00～14:00

実　施　日

＊お住まいの地域に限らず、市民の方はどこの会場でも検診を受けることが出来ます。
＊詳しくは、健康管理課または各地域の市民福祉課へお問い合わせください。各種健（検）診 6月

生　年　月　日 年齢

◯

◯

昭和49年4月2日～昭和50年4月1日
昭和44年4月2日～昭和45年4月1日
昭和39年4月2日～昭和40年4月1日
昭和34年4月2日～昭和35年4月1日
昭和29年4月2日～昭和30年4月1日

40歳
45歳
50歳
55歳
60歳

◯
◯
◯
◯
◯

「がん検診無料クーポン券」を発送しました
　一定の年齢に達した方に、「大腸がん」「胃がん」検診の
無料クーポン券を配布しました。
　私たちのおよそ2人に1人ががんになり、3人に1人ががん
で亡くなります。特にがんの発症は、働き盛りの世代から増加
傾向にあります。また、秋田県のがん死亡率は、全国一が続い
ており、身近な病気になっております。
　この機会に「がん検診無料クーポン券」
を利用して検診を受診し、ご自身の健康を
振り返るきっかけにしましょう。申し込み、
受診方法は、クーポン券に同封のお知らせ
をお読みください。

【対象年齢と無料クーポン券の種類】○印が無料クーポン券の配布対象です

平成27年4月1日現在の年齢です

クーポン券の種類
大腸がん 胃がん

■問い合わせ先／健康管理課（電話22-1834）



お誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとう <4月16日～30日受け付け分> どうぞ やすらかにどうぞ やすらかに 〈4月16日～30日受け付け分〉「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民課（総合支所市民福祉課、出張所）窓口にお申し出ください。
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髙野　弥一さん

畠山ミハルさん

阿部　秋子さん

佐藤　　昇さん

佐々木シヅヱさん

菅原　　馨さん

伊藤　由三さん

（石脇・85歳）

（石脇・80歳）

（葛法・73歳）　

（薬師堂・84歳）

（親川・90歳）

（大沢・75歳）

（石脇・81歳）

大庭　チヤさん

加賀谷タミ子さん

髙橋　カツさん

須藤よし子さん

津篭徳三郎さん

今野チヨヱさん

佐藤　留八さん

（薬師堂・81歳）

（松ヶ崎・84歳）

（水林・91歳）

（後町・92歳）

（観音町・79歳）

（館･93 歳）

（出戸町赤沼下道・89歳）

小番　タヱさん

荻𠩤　　学さん

田口　賢一さん

渡邊幸次郎さん

山崎　キミさん

佐々木カオルさん

大友　シゲさん

（矢島町元町･74 歳）

（矢島町元町・61歳）

（岩城福俣・84歳）

（岩城内道川・94歳）

（岩城亀田亀田町・89歳）

（川西・102 歳）

（高尾・90歳）

小笠原善一さん

小林　鐵夫さん

遠藤　ミネさん

木原　　湊さん

小松　德輝さん

髙𣘺　　誠さん

佐々木喜榮子さん

（大谷・78歳）

（岩谷町・81歳）

（中帳・90歳）

（高尾・84歳）

（東由利老方・79歳）

（東由利舘合・83歳）

（西目町沼田・82歳）

三浦ヤスヨさん

佐々木政義さん

佐藤トミコさん

榊　ヤスヱさん

播磨トメヨさん

村上　カヨさん

（西目町沼田・89歳）

（西目町海士剝・64歳）

（西目町西目・85歳）

（鳥海町上川内・91歳）

（鳥海町小川・94歳）

（鳥海町上笹子・87歳）

脇田曜治郎ちゃん（晃行さん）東梵天

深谷　　悠ちゃん（繁久さん）小人町

松本　琉碧ちゃん（ 歩 さん）石脇

佐藤　由真ちゃん（敏明さん）川口

佐藤　泰颯ちゃん（潤平さん）一番堰

佐藤　悠人ちゃん（慶信さん）薬師堂

佐々木蒼佑ちゃん（亮介さん）薬師堂

宮塚　礼衣ちゃん（信博さん）一番堰

宮塚　萌衣ちゃん（信博さん）一番堰

渡辺　春陽ちゃん（卓也さん）埋田

髙橋　倫子ちゃん（武貴さん）石脇

佐藤　朝陽ちゃん（謙悟さん）石脇

冨樫　　蘭ちゃん（将輝さん）二番堰

佐藤　美愛ちゃん（健悦さん）矢島町田中町

茂木　弘翔ちゃん（格久さん）矢島町坂之下

小松　燈和ちゃん（拓晶さん）岩谷町

満100歳
おめでとうございます

市から賀詞と長寿祝い金が贈呈されました。
木村　シモさん

 （大正４年５月１日生まれ・ 矢島町新荘）
どうぞこれからもお元気でお過ごしください。

ようじろう      
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とうわ

事故･違反･飲酒運転のない街に！

４月の交通事故発生状況 

事故件数　　６件

死亡者数　　０人

負傷者数　　６人

  （４月30日現在）

４月累計 昨年同期

２５件

０人

３０人

２４件

１人

３２人

　
　
　

お
た
よ
り

　
　
　

お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
「
お
た
よ
り
」
は
読
者
の
み
な

さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
ふ
だ
ん

感
じ
て
い
る
こ
と
や
交
換
し
た
い

情
報
、
広
報
紙
へ
の
思
い
な
ど
あ

な
た
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　

ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電

子
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

あ
て
先

　

〒
０
１
５
ー
８
５
０
１

　

由
利
本
荘
市
尾
崎
17

　

由
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本
荘
市
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報
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Ｆ
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「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡

　
　

先
・
お
た
よ
り
」を
明
記
し

　
　

て
く
だ
さ
い
。※

広
報
に
掲
載

　
　

す
る
場
合
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
希
望

　
　

す
る
方
は
、氏
名
の
後
に
記
入
し

　
　

て
く
だ
さ
い
。

お
た
よ
り

平
成
27
年
度
市
税
と
国
保
税
の
納
期
限
は
次
の
と

お
り
で
す
。
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
納
期
限
後
に
納
付
さ
れ
た
場
合
は
、
督
促
手

　

数
料
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
納
付
さ
れ
た
日
か
ら
市
が
納
付
を
確
認
で
き

　

る
ま
で
に
１
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。
納
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証
明
な
ど
が
急
い
で
必
要
な
場
合
は
、
領
収

　

証
や
記
帳
し
た
通
帳
を
持
っ
て
、
税
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た
は
各
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所
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課
へ
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さ
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●
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税
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☎
24―

６
３
０
３
（
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）
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６
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・
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）
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◎納期限一覧は、市ホームページにも掲載しています。また、市広報
の毎月15日号で直近の市税・国保税の納期限をお知らせします。

あなたにも通知されます！
社会保障・税番号制度（マイナンバー）

マイナンバーは、日本国内の市町村に住民登録のある全て
の方に通知される12桁の番号で、「国民の利便性の向上」、
「行政の効率化」、「公平・公正な社会を実現」するための仕
組みです。

マイナンバーで変わること
・年金や福祉などの申請で添付書類が減り、皆さん
　の利便性が向上します。
・平成29年1月から順次、国などと本市との情報連
　携が始まり、行政手続がスムーズに行えるように
　なります。
・所得や行政サービスの受給状況が把握しやすく
　なり、本当に困っている方にきめ細かな支援を行
　えるようになります。

今年10月から　マイナンバーを記載した「通知カー
ド」を住民票の住所に送付します。住民票の住所と
異なるところにお住まいの方は、注意してください。
来年 1 月から　①社会保障・税・災害対策分野の行
政手続きで、マイナンバーの利用を開始します。②申
請すると、個人番号カード（顔写真付き IC カード）
が交付されます。個人番号カードは、本人確認のた
めの身分証明書として利用できます。

◆個人情報保護対策
　・マイナンバーは不正に収集・利用されるおそれがある場合を除き、生涯変更されません。・マイナ
　ンバーは社会保障・税・災害対策に関する手続きで行政機関に提供する場合を除き、他人に提供する
　ことができず、他人のマイナンバーを不正に入手することは処罰の対象になります。

するための仕

㈪

㈫

㈮

㈪

㈬

㈪

㈪

㈪

㈪

㈪

1 日

30日

31日

31日

30日

2 日

30日

28日

1 日

29日

平成27年 6月

6月

7月

8月

9月

11月

11月

12月

平成28年 2月

2月

固定資産
税

軽自動車
税

第１期

第２期

第３期

第４期

全期

市県民税
（普通徴収）

第１期

第２期

第３期

第４期

国保税
（普通徴収）

第１期

第２期

第３期

第４期

第５期

第６期

第７期

第８期

税目
納期限

４月末日現在・住民基本台帳
（　）は前月比

人口　 81,291人（-108）
男=38,753人（-35）
女=42,538人（-73）

世帯数 30,482 世帯（57）

千葉テレビが本市取材し、
　18日から朝の番組で放送

三
望
苑
で
取
材
す
る
ス
タ
ッ
フ


